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�株
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
社

（
芳
賀
信
享
社
長
）
は
、
８

月
６
日
午
後
２
時
か
ら
台
東

区
雷
門
の
本
社
ビ
ル
で
「
第

７８
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
秋

２
０
１
４
」
及
び
「
第
１６
回

グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
シ
ョ
ー
秋
２
０
１
４
」

開
催
に
つ
い
て
記
者
発
表
会

を
行
っ
た
。

冒
頭
、
芳
賀
社
長
は
「
進

化
し
続
け
る
ギ
フ
ト
・
シ
ョ

ー
は
、
日
本
全
国
の
み
な
ら

ず
世
界
各
国
か
ら
「
遊
び
心

を
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
ギ
フ

ト
」
「
遊
び
心
の
あ
る
売
り

場
提
案
」
な
ど
明
日
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
創
造
す
る
新
商

品
、
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
ト
レ

ン
ド
を
発
信
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買

い
物
を
す
る
の
が
当
り
前
に

な
っ
た
昨
今
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ

Ｙ
Ａ
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
や
台
湾

の
誠
品
書
店
の
よ
う
に
書
店

だ
が
本
以
外
の
様
々
な
商
品

ア
イ
テ
ム
が
ジ
ャ
ン
ル
を
ま

た
い
で
販
売
さ
れ
て
い
る
売

り
場
が
世
界
的
に
人
気
を
集

め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
本

以
外
の
ア
イ
テ
ム
を
置
く
こ

と
に
よ
っ
て
楽
し
さ
を
作
る

ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
で

は
、
遊
び
心
あ
る
ア
イ
テ
ム

を
充
実
さ
せ
、
特
に
、
絵
本

の
世
界
か
ら
飛
び
出
し
て
き

た
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

あ
る
グ
ッ
ズ
、
ア
イ
デ
ア
が

満
載
の
売
り
場
を
提
案
し
て

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

【
第
７８
回
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ

ョ
ー
秋
２
０
１
４
開
催
概

要
】▽

名
称
‥
第
７８
回
東
京
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
秋
２
０
１
４

▽
テ
ー
マ
‥
驚
き
と
感

動
！
遊
び
心
を
伝
え
る
デ
ザ

イ
ン
ギ
フ
ト
が
こ
こ
に

▽
主
催
‥
�株
ビ
ジ
ネ
ス
ガ

イ
ド
社

▽
後
援
‥
ア
メ
リ
カ
大
使

館
商
務
部
／
イ
タ
リ
ア
大
使

館
▽
英
国
大
使
館
貿
易
・
対

英
投
資
部
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア

大
使
館
／
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館

／
カ
ナ
ダ
大
使
館
／
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
大
使
館
商
務
部
／
ス

ペ
イ
ン
大
使
館
経
済
商
務
部

／
中
華
人
民
共
和
国
大
使
館

経
済
部
／
デ
ン
マ
ー
ク
大
使

館
／
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大

使
館
／
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
企

業
振
興
部
・
ユ
ビ
フ
ラ
ン
ス

／
在
日
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所

／
ポ
ル
ト
ガ
ル
投
資
・
貿
易

振
興
庁
／
（
一
財
）
対
日
貿

易
投
資
交
流
促
進
協
会
（
ミ

プ
ロ
）
／
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
／
日
本
百

貨
店
協
会
／
日
本
チ
ェ
ー
ン

ス
ト
ア
協
会
／
日
本
小
売
業

協
会
／
全
国
商
工
連
合
会
／

日
本
商
工
会
議
所
／
東
京
商

工
会
議
所
／
（
公
財
）
日
本

デ
ザ
イ
ン
振
興
会
／（
一
社
）

日
本
商
品
化
権
協
会
／
（
一

社
）
コ
ン
テ
ン
ツ
海
外
流
通

促
進
機
構
（
一
社
）
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
イ
セ

ン
ス
協
会
／
�株
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
／
月
刊
ぎ
ふ
と
／
月

刊
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
Ｇ
ｉ

ｆ
ｔ▽

協
賛
‥（
公
社
）イ
ン
テ

リ
ア
産
業
協
会
／（
公
社
）日

本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

協
会
／（
公
社
）日
本
ア
ロ
マ

環
境
協
会
／
（
公
社
）
日
本

ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
協
会
／

（
公
社
）
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
／
（
公

社
）
日
本
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
／
（
公

社
）
日
本
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン

協
会
／
（
一
財
）
日
本
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
協
会
／
（
一
社
）

日
本
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
産
業

協
会
／
（
一
社
）
日
本
テ
キ

ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
会

▽
会
期
・
開
催
時
間
‥
平

成
２６
年
９
月
３
日
�水
～
５
日

�金

午
前
１０
時
～
午
後
６
時

（
但
し
最
終
日
９
月
５
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

▽
会
場
‥
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
（
東
京
国
際
展
示
場
）

東
展
示
棟
１
～
６
ホ
ー
ル
、

西
展
示
棟
１
～
４
ホ
ー
ル
、

ア
ト
リ
ウ
ム
、
展
示
面
積
８

２
６
６
０
�

▽
入
場
対
象
者
‥
パ
ー
ソ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
携
わ
る
国
内
外
の
小
売

・
卸
売
業
者
・
商
社
な
ど

▽
来
場
見
込
み
‥
延
べ
２０

万
人
見
込
み
【
第
７６
回
（
平

成
２５
年
９
月
開
催
）
実
績
‥

延
べ
１９
万
１
０
４
人
】

▽
入
場
料
‥
無
料
（
事
前

登
録
制
）

▽
出
展
社
数
‥
２
５
５
１

社
（
内
海
外
２０
の
国
と
地
域

・
５
７
７
社
）
（
グ
ル
メ
＆

ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ

ー
８０
社
は
含
ま
ず
）
海
外
出

展
社
国
・
地
域
別
内
訳
（
イ

タ
リ
ア
５
社
／
イ
ラ
ン
１
社

／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
１２
社
／
英

国
１
社
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

２
社
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
１
社

／
オ
ラ
ン
ダ
１
社
／
韓
国
１

５
０
社
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
１

社
／
タ
イ
２５
社
／
台
湾
４０
社

／
中
国
２
４
０
社
／
ド
イ
ツ

４
社
／
米
国
５１
社
／
ベ
ト
ナ

ム
１２
社
／
香
港
２０
社
／
マ
レ

ー
シ
ア
８
社
／
メ
キ
シ
コ
１

社
／
リ
ト
ア
ニ
ア
１
社

▽
同
時
開
催
‥
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
、

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

Ｉ
Ｎ

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
、
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ

ｏ
ｌ
ｌ
ｅ

ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
、

第
１６
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン

グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
秋
２
０

１
４
。

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
�株
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
事
務

局
は
、
８
月
５
日
午
後
５
時

か
ら
港
区
新
橋
の
第
１
ホ
テ

ル
東
京
で
、
「
第
２７
回
国
際

メ
ガ
ネ
展
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１

４
」
の
記
者
発
表
会
を
行
っ

た
。冒

頭
、
岡
部
憲
士
統
括
事

務
局
長
は
「
こ
の
猛
暑
の
中

ご
出
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
も
、

リ
ー
ド
と
福
井
県
眼
鏡
協
会

と
の
主
催
で
、
全
日
本
眼
鏡

工
業
連
合
会
・
日
本
眼
鏡
卸

組
合
連
合
会
さ
ん
の
共
催
並

び
に
日
本
眼
鏡
販
売
店
連
合

会
・
日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会

さ
ん
の
協
賛
で
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
過
去
に
出
展
さ

れ
た
方
で
久
し
ぶ
り
の
出
展

の
方
が
多
く
、
そ
れ
に
加
え

て
海
外
か
ら
の
出
展
も
増
え

た
の
で
我
々
と
し
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
一
般
社
団
法
人
福

井
県
眼
鏡
協
会
の
黒
田
会
長

は
「
福
井
県
と
し
て
は
産
地

と
し
て
取
引
先
に
対
し
て
の

重
要
な
場
で
す
の
で
、
我
々

と
し
て
も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
ゆ
る
や
か
な
経
済
好

転
を
我
々
の
方
へ
引
き
寄
せ

順
調
な
仕
事
を
よ
り
継
続
し

て
い
く
た
め
に
も
メ
イ
ド
イ

ン
ジ
ャ
パ
ン
、
メ
イ
ド
イ
ン

鯖
江
の
商
品
を
国
内
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、福

井
の
商
品
は
安
心
・
安
全
を

モ
ッ
ト
ー
に
作
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
と
も
業
界
団
体
の
方
々

に
よ
っ
て
こ
の
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
、
坂
本
徹
事
務
局
長

か
ら
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。

【
開
催
概
要
】

■
名
称
‥
第
２７
回
国
際
メ

ガ
ネ
展
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４

■
会
期
‥
２
０
１
４
年
１０

月
２０
日
�月
～
２２
日
�水
、
１０
‥

００
～
１８
‥
００
（
２２
日
�水
の
み

１７
‥
００
終
了
）

■
会
場
‥
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
東
４
・
５
ホ
ー
ル

■
主
催
‥
リ
ー
ド
エ
グ
ジ

ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
�株
、
一

般
社
団
法
人
福
井
県
眼
鏡
協

会
■
共
催
‥
全
日
本
眼
鏡
工

業
連
合
会
、
日
本
眼
鏡
卸
組

合
連
合
会

■
協
賛
‥
日
本
眼
鏡
販
売

店
連
合
会
、
日
本
眼
鏡
技
術

者
協
会

■
出
展
社
‥
国
内
外
２
０

１
社■

特
設
コ
ー
ナ
ー
‥
福
井

ゾ
ー
ン
・
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

メ
ガ
ネ
店
向
け
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
・
メ
ガ
ネ

店
向
け
活
性
化
商
品
ゾ
ー
ン

・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ゾ
ー

ン
・
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
ブ
テ
ィ
ッ
ク

■
特
設
パ
ビ
リ
オ
ン
‥
フ

ラ
ン
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
・
台
湾

パ
ビ
リ
オ
ン
・
韓
国
パ
ビ
リ

オ
ン■

来
場
者
動
員
活
動
‥
�１

招
待
券
Ｄ
Ｍ
に
よ
る
バ
イ
ヤ

ー
動
員
活
動
、
�２
「
Ｖ
Ｉ
Ｐ

特
別
招
待
制
度
」
に
よ
る
有

力
バ
イ
ヤ
ー
動
員
活
動
、
�３

海
外
有
力
眼
鏡
バ
イ
ヤ
ー
特

別
招
待
活
動
、
�４
電
話
に
よ

る
バ
イ
ヤ
ー
動
員
活
動
、
�５

直
接
訪
問
に
よ
る
バ
イ
ヤ
ー

動
員
活
動
、
�６
広
告
・
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
に
よ
る
バ
イ
ヤ
ー

動
員
活
動
、
�７
Ｅ
メ
ー
ル
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
バ
イ

ヤ
ー
動
員
活
動
。
来
場
者
目

標
は
１
万
５
０
０
０
名
（
昨

年
は
１
万
３
８
０
１
名
）。

■
商
談
展
と
し
て
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
た
め
の
企
画
‥

１
、
特
設
エ
リ
ア
「
サ
ン
グ

ラ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１

４
―
２
０
１
５
」
近
年
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
と
し

て
の
注
目
度
が
高
ま
る
「
サ

ン
グ
ラ
ス
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
特
設
エ
リ
ア
を
新
設
。

こ
の
事
に
よ
り
、
出
展
社
の

売
上
拡
大
や
新
規
サ
ン
グ
ラ

ス
メ
ー
カ
ー
・
ブ
ラ
ン
ド
の

出
展
を
促
す
と
と
も
に
、
バ

イ
ヤ
ー
集
客
・
業
界
、及
び
一

般
プ
レ
ス
の
取
材
誘
致
を
強

化
し
、
記
事
掲
載
を
増
や
す

こ
と
で
、
一
般
消
費
者
に
対

す
る「
サ
ン
グ
ラ
ス
」の
消
費

喚
起
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

２
、
レ
ン
ズ
技
術
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
‥
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
に

来
場
さ
れ
る
眼
鏡
店
か
ら

「
レ
ン
ズ
に
関
す
る
知
識
・

情
報
を
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
で
修
得
し

た
い
」
と
い
う
要
望
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
レ
ン
ズ
に
関
す
る
特
集

企
画
を
新
し
く
実
施
。
事
前

申
込
み
に
て
無
料
。

３
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
小
売
店
事

例
セ
ミ
ナ
ー
‥
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
に

来
場
さ
れ
る
眼
鏡
店
か
ら
、

「
成
功
し
て
い
る
眼
鏡
小
売

店
の
取
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
」
と
い
う
要
望
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
受

け
、
小
売
店
事
例
を
集
め
た

セ
ミ
ナ
ー
を
新
し
く
実
施
。

事
前
申
込
み
に
て
無
料
。

４
、
「
テ
ー
マ
国
」
企
画

（
２
０
１
４
年
フ
ラ
ン
ス
）

‥
海
外
出
展
社
を
増
加
す
る

こ
と
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
へ
の
来

場
の
魅
力
を
高
め
る
た
め

に
、
テ
ー
マ
国
を
設
置
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
招
待
券
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
発
信

し
、
注
目
度
を
高
め
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
テ
ー
マ
国

の
出
展
社
増
、
バ
イ
ヤ
ー
集

客
の
強
化
、
及
び
プ
レ
ス
へ

の
露
出
強
化
を
促
す
。
第
１

回
と
な
る
今
年
は
、
来
場
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
出
展
要
望
が
強

く
、
日
本
市
場
に
参
入
を
希

望
す
る
メ
ー
カ
ー
が
急
増
し

て
い
る
『
フ
ラ
ン
ス
』
を
テ

ー
マ
国
と
し
、
様
々
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

５
、
「
有
力
バ
イ
ヤ
ー
」

×
「
出
展
社
」
ア
ポ
イ
ン
ト

設
置
サ
ー
ビ
ス
‥
「
国
内
Ｔ

Ｏ
Ｐ
１
０
０
」
「
有
力
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
「
海
外
有

力
店
」
の
社
長
・
商
品
部
長

と
出
展
社
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト

設
定
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

６
、
眼
鏡
店
向
け
自
社
専

用
商
談
テ
ー
ブ
ル
提
供
サ
ー

ビ
ス
‥
来
場
眼
鏡
店
の
希
望

社
に
対
し
、
会
場
内
ラ
ウ
ン

ジ
に
商
談
の
場
と
し
て
自
由

に
利
用
で
き
る
各
眼
鏡
店
専

用
の
商
談
テ
ー
ブ
ル
を
設

置
。７

、
チ
ェ
ー
ン
店
向
け
会

議
室
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
‥

チ
ェ
ー
ン
店
が
会
期
中
に
店

長
会
議
や
営
業
会
議
等
を
行

え
る
よ
う
、
会
議
室
を
無
料

貸
し
出
し
す
る
。

８
、
出
展
社
向
け
開
場
時

間
延
長
サ
ー
ビ
ス
‥
展
示
会

終
了
１８
時
以
降
も
引
き
続
き

ブ
ー
ス
で
商
談
を
行
い
た
い

と
い
う
出
展
社
に
対
し
、
開

場
時
間
を
２０
時
ま
で
延
長
す

る
サ
ー
ビ
ス
。

９
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ワ

ー
ル
ド
東
京
２
０
１
４
」
の

同
日
開
催
に
よ
る
ア
パ
レ
ル

バ
イ
ヤ
ー
の
誘
致
。

【
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４
併

催
イ
ベ
ン
ト
】

�１
開
会
式
（
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
）
‥
会
期
初
日
の
９
時
３０

分
よ
り
、
共
催
・
協
賛
い
た

だ
い
て
い
る
業
界
団
体
の
代

表
者
の
方
々
、大
手
眼
鏡
店
、

有
力
店
の
社
長
に
加
え
、
韓

国
・
台
湾
・
中
国
な
ど
、
ア

ジ
ア
の
大
手
眼
鏡
小
売
店
の

社
長
の
方
々
を
お
招
き
し
て

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

■
日
時
‥
１０
月
２０
日
�月
９

‥
３０
～

■
会
場
‥
Ｉ
Ｏ
Ｆ

Ｔ
２
０
１
４
会
場
受
付
前

■
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
参
列
者
‥

業
界
団
体
代
表
、
国
内
外
有

力
店
社
長
な
ど
約
５０
名
。

�２
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
‥
出
展
社
の

社
長
・
取
締
役
・
営
業
部
長

等
の
幹
部
の
方
々
と
、
来
場

さ
れ
る
小
売
店
・
卸
商
等
の

社
長
・
取
締
役
・
仕
入
部
長

等
の
方
々
と
の
、
ト
ッ
プ
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
「
Ｉ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
す
る
。

■
日
時
‥
１０
月
２０
日
�月
１８

‥
３０
～

■
会
場
‥
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
会
議
棟
１
Ｆ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
参

加
者
‥
出
展
社
の
社
長
・
取

締
役
・
営
業
部
長
、
小
売
店

・
卸
商
等
の
社
長
・
取
締
役

・
仕
入
部
長
等
幹
部
の
方
々

�４
―
業
界
屈
指
の
デ
ザ
イ

ン
ア
ワ
ー
ド
―

ア
イ
ウ
ェ

ア
・
オ
ブ
・
ザ
イ
ヤ
ー
２
０

１
５
‥
優
れ
た
フ
レ
ー
ム
・

サ
ン
グ
ラ
ス
が
広
く
世
に
発

表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
、

技
術
お
よ
び
市
場
の
更
な
る

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
。

◆
エ
ン
ト
リ
ー
対
象
製
品

�１
２
０
１
４
年
９
月
１
日

以
降
に
国
内
外
で
発
表
予
定

の
新
作
・
新
モ
デ
ル
。
�２
製

品
と
し
て
完
成
し
て
い
る
も

の
。
�３
１
社
に
つ
き
１０
本
ま

で
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
。

◆
表
彰
部
門

●
メ
ン
ズ

部
門
●
レ
デ
ィ
ー
ス
部
門
●

サ
ン
グ
ラ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
グ

ラ
ス
部
門
●
機
能
・
技
術
部

門
●
キ
ッ
ズ
部
門

◆
エ
ン

ト
リ
ー
料
金
‥
￥
１
０
０
０

０
／
１
本
（
税
別
）
※
１
社

に
つ
き
１０
本
ま
で
エ
ン
ト
リ

ー
可
能

※
同
一
の
製
品
を

複
数
部
門
に
わ
た
っ
て
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
※
出
展
社
は
無
料
。

◆
審
査
・
選
考
方
法
‥
本
ア

ワ
ー
ド
は
下
記
審
査
委
員
に

よ
っ
て
、
審
査
を
行
う
。（
９

月
下
旬
）
各
部
門
３
点
ず
つ

を
入
賞
製
品
と
し
て
選
考
、

さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
各
部
門

１
点
ず
つ
を
グ
ラ
ン
プ
リ
と

し
て
選
考
す
る
。
審
査
委
員

（
敬
称
略
）
�
吉
野
勝
（
�株

ヨ
シ
ノ
眼
鏡
代
表
取
締
役
・

日
本
眼
鏡
技
術
専
門
学
校
講

師
）
、
和
田
達
也
（
多
摩
美

術
大
学
生
産
デ
ザ
イ
ン
学
科

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
専
攻

教
授
）
、
戸
賀
敬
城
（
�株
ハ

ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
編
集
長
）
、
松
崎
薫

子
（
モ
ー
ド
・
オ
プ
テ
ィ
ー

ク
編
集
部
編
集
長
）

◆
表

彰
式
‥
２
０
１
４
年
１０
月
２０

日
�月
１３
‥
００
～

�５
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
セ
Ｍ
ナ
ー
２

０
１
４
‥
最
新
情
報
や
技
術

の
修
得
な
ど
、
眼
鏡
業
界
の

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
開

催
。「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」「
技
術

セ
ミ
ナ
ー
」
「
販
促
セ
ミ
ナ

ー
」「
ト
レ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

の
４
つ
の
分
野
で
計
１１
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
。
会
場
‥
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会
議
棟

■
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
‥
経
営
セ
ミ
ナ
ー
�

１０
月
２０
日
�月
１０
‥
３０
～
１２
‥

００
�１〈
チ
ラ
シ
・
Ｄ
Ｍ
〉販
促

で
差
を
つ
け
ろ
！
今
の
時
代

に
必
要
な
売
上
倍
増
計
画
が

動
き
出
す
～
全
て
が
現
実
実

例
。
メ
ガ
ネ
専
門
店
が
勢
い

づ
く
、
そ
の
活
性
化
販
促
手

法
と
は
～
、
�株
船
井
総
合
研

究
所
大
阪
経
営
支
援
本
部
シ

ニ
ア
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

竹
本
圭
太
。
１２
‥
３０
～
１４
‥

００
�２〈
市
場
動
向
・
～
経
営
戦

略
〉『
メ
ガ
ネ
Ｄ
Ｂ
２
０
１

４
』
か
ら
学
ぶ
～
ど
う
な
る

眼
鏡
業
界
、
ど
う
す
る
メ
ガ

ネ
店
～

バ
ッ
プ
研
究
所
代

表
村
松
美
尚
。
１０
月
２１
日
�火

１０
‥
３０
～
１２
‥
００
�３
〈
販
売

力
Ｕ
Ｐ
〉実
演
あ
り
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
の
男
性

販
売
員
必
見
！
女
性
客
の
ハ

ー
ト
を
掴
ん
で
離
さ
な
い
パ

ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
活
用
術
、

�株
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ア
イ
ウ

ェ
ア
ア
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
西
尾
ひ
ろ
み
。
１０
月

２２
日
�水
１０
‥
００
～
１３
‥
００
�４

〈
メ
ガ
ネ
メ
イ
ク
〉
実
演
あ

り
、
女
性
客
へ
の
販
売
ア
プ

ロ
ー
チ
に
役
立
つ
メ
ガ
ネ
メ

イ
ク
活
用
法
・
メ
ガ
ネ
美
人

花
計
画
�Ｒ
美
心
メ
イ
ク
�Ｒ
代

表
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
、
技
術

セ
ミ
ナ
ー
�
１０
月
２０
日
�月
１０

‥
３０
～
１２
‥
３０
�５
〈
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ョ
ン
〉（
生
涯
教
育
）

動
体
視
力
を
周
辺
視
と
中
心

視
か
ら
考
え
る
！
～
周
辺
視

の
理
解
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ジ
ョ
ン
が
向
上
す
る
～
�株
東

京
メ
ガ
ネ
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
室
長

飯
島

隆
、
同
日
１３
‥
００
～
１４
‥
３０

�６
〈
視
機
能
と
目
の
生
理
〉

（
生
涯
教
育
）
眼
の
性
能
は

ど
こ
ま
で
解
る
の
か
？
他
覚

測
定
機
器
の
挑
戦
～
視
力
の

で
る
眼
か
で
な
い
眼
な
の
か

～

め
が
ね
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
内
田
豪
。
１０
‥
３０
～

１２
‥
００
�７
〈
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ョ

ン
〉（
生
涯
教
育
）「
他
店
と

差
が
つ
く
！
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ョ

ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
（
子
供
メ
ガ
ネ
か
ら
家

族
顧
客
を
ゲ
ッ
ト
）
Ｊ
ｏ
ｙ

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ａ
ｉ
ｃ
ｈ

ｉ
�有
メ
ガ
ネ
の
井
上
代
表
取

締
役
社
長
井
上
敬
康
。
１０
‥

００
～
１３
‥
００
�８
〈
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
／
中
・
上
級
編
〉
実

演
・
実
習
あ
り（
生
涯
教
育
）

中
・
上
級
者
レ
ベ
ル
の
横
田

流
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
術
～
フ
レ
ー
ム
各
所

を
自
在
に
調
整
。
た
っ
た
１０

分
で
お
客
様
の
ハ
ー
ト
を
つ

か
ん
で
離
さ
な
い
～
�株
さ
い

た
ま
眼
鏡
技
術
研
究
所
代
表

取
締
役
社
長
横
田
進
。

３
、一
般
消
費
者
へ
の「
メ

ガ
ネ
需
要
啓
発
」
の
た
め
に

�１
Ｔ
Ｖ
番
組
・
一
般
誌
へ

の
掲
載
を
強
化
�１
Ｔ
Ｖ
番
組

で
の
放
映
を
増
加
�
１６
番
組

（
２
０
１
３
年
）
↓
３０
番
組

（
２
０
１
４
年
）
�２
一
般
誌

へ
の
掲
載
を
増
加
�
８０
媒
体

（
２
０
１
３
年
）
↓
１
０
０

媒
体
（
２
０
１
４
年
）

�２
「M

E
N

’SC
L

U
B

E
Y

E
W

E
A

R

」
の
制
作
、

発
刊
（
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
出
展
ブ
ラ

ン
ド
の
み
を
掲
載
し
た
カ
タ

ロ
グ
、
ペ
ー
ジ
を
大
幅
に
増

や
し
、
６
万
部
を
一
般
向
け

に
発
刊
す
る
。）

�３
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
一
般
消
費

者
に
対
す
る
発
信
の
強
化
�

２
０
１
４
年
６
月
よ
り
、
Ｉ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
が
一

般
消
費
者
啓
発
向
け
に
再
始

動
し
た
。

挨拶する岡部総括事務局長

◎
ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４
記
者
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
面

◎
Ｊ
Ｊ
Ａ
定
期
業
況
調
査
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

◎
７
月
の
貴
金
属
市
場
を
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
面

◎
本
紙
寄
稿
・
本
澤
氏
の
源
泉
を
訪
ね
て
…
…
…
…
４
、
５
面

今今号号のの主主なな話話題題

「
外
食
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー

ク
２
０
１
４
」
（
第
９
回
ラ

ー
メ
ン
産
業
展
・
第
５
回
そ

ば
・
う
ど
ん
産
業
展
・
第
５

回
パ
ス
タ
産
業
展
・
第
７
回

居
酒
屋
産
業
展
・
第
３
回
日

本
全
国
名
産
品
・
特
産
品
展

・
第
５
回
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

・
独
立
開
業
支
援
展
・
第
６

回
飲
食
店
開
業
支
援
展
・
第

３
回
ホ
テ
ル
・
日
本
料
理
産

業
展
・
第
２
回
カ
フ
ェ
・
喫

茶
産
業
展
・
第
４
回
店
舗
環

境
改
善
展
・
第
５
回
販
促
・

店
舗
装
飾
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
が
、

７
月
２９
日
～
３１
日
ま
で
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
外
食
ビ
ジ

ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

同
展
は
、昨
年
ま
で
は
、ラ

ー
メ
ン
産
業
展
、
そ
ば
・
う

ど
ん
産
業
展
、
パ
ス
タ
産
業

展
を
「
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｌ
Ｅ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ

Ｄ
」と
総
称
し
て
、

居
酒
屋
産
業
展
、

日
本
全
国
名
産
・

特
産
品
展
、
飲
食

店
開
業
支
援
展
、

ホ
テ
ル
・
日
本
料

理
産
業
展
、
カ
フ

ェ
・
喫
茶
産
業
展
、

店
舗
環
境
改
善

展
、
販
促
・
店
舗

装
飾
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
を

「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
―
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
総
称
し
て

開
催
、
出
展
企
業
５
６
０
余

社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
な
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
多
勢
の
来
場

者
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。
尚
、
３
日
間
で
来
場
者

数
は
４
万
８
３
７
１
人
だ
っ

た
。今

後
の
開
催
予
定
は
、【
九

州
】
外
食
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー

ク
２
０
１
４
は
、
２
０
１
４

年
１０
月
２８
日
�火
～
３０
日
�木
・

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
、
【
関

西
】
外
食
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー

ク
２
０
１
５
は
、
２
０
１
５

年
５
月
１９
日
�火
～
２１
日
�木
・

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
、
外
食

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１

５
は
、
２
０
１
５
年
８
月
２６

日
�水
～
２８
日
�金
・
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
。

多くの人が来場した

発 行 所

�時計工芸新聞社
編集発行人 小 林 進
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円相場

１０２．５８円

１０２．５７〃

１０２．５１〃

１０２．２８〃

１０１．６９〃

１０２．０９〃

１０２．２８〃

１０２．４５〃

１０２．４６〃

１０２．５２〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

７５．４９円

７４．９５〃

７３．５４〃

７４．３０〃

７３．８７〃

７３．５４〃

７４．１９〃

７３．８７〃

７３．７６〃

７３．８７〃

Pt

５，２８６円

５，２８９〃

５，２６５〃

５，２７１〃

５，３０６〃

５，２９５〃

５，２９６〃

５，２８８〃

５，２９８〃

５，２８４〃

金

４，６４７円

４，６３５〃

４，６３９〃

４，６８１〃

４，６９０〃

４，６８６〃

４，６９０〃

４，６９６〃

４，７１３〃

４，７１６〃

日 付

８月４日�月
５日�火
６日�水
７日�木
８日�金
１１日�月
１２日�火
１３日�水
１４日�木
１５日�金

貴金属地金相場旬報

技技術術とと信信頼頼ををおお届届けけししまますす

指輪空枠・アクセサリー製造

デザイン・原型・ゴム型・キャスト・
磨き・石留までの一貫生産体制

［定 休 日］ 日・祝日、第２・第４土曜日

［営業時間］ ９：３０～１８：００

有限会社トーヨー精工
〒１１０―００１６ 東京都台東区台東３―２２―５（イエローテントが目印）
ＴＥＬ ０３―３８３５―１１５７ ＦＡＸ ０３―３８３５―２７２８

ホームページアドレス http://www.toyo―seiko.jp/

小売店成功事例セミナーを新実施小小売売店店成成功功事事例例セセミミナナーーをを新新実実施施

ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４
詳
細
発
表

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン

１０
月
２０
日
～
２２
日

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

ビジネスガイド社

遊
び
心
ア
イ
テ
ム
が
満
載

東
京
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
秋

９
月
３
日
開
幕
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

約
５
６
０
社
が
出
展

外
食
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
４

���	
����
������THE TOKEIKOGEI SHIMBUN昭和２１年１２月２０日第三種郵便物認可・５日・２０日発行・購読料１カ年送料共１０，０００円
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日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

は
、
こ
の
ほ
ど
２
０
１
４
年

４
月
～
６
月
の
定
期
業
況
調

査
報
告
を
行
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
後
の
４
月
～
６

月
期
業
況
（
前
年
同
期
比
）

は
、
総
合
を
は
じ
め
全
業
態

と
も
大
き
く
悪
化
し
た
。

総
合
の
業
況
Ｄ
Ｉ
値
は
マ

イ
ナ
ス
４１
・
０
と
６８
・
４
ポ

イ
ン
ト
も
急
降
下
。
こ
れ
ま

で
に
な
い
マ
イ
ナ
ス
幅
と
な

っ
た
。

税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け

込
み
需
要
に
伴
う
前
期
（
１

～
３
月
期
）
の
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス

２７
・
４
と
い
う
過
去
最
良
の

プ
ラ
ス
値
か
ら
一
転
、
反
動

減
の
大
き
さ
が
見
え
た
。

売
上
高
、
仕
入
高
も
業
況

同
様
急
落
と
な
っ
た
。

利
益
率
の
実
１２
・
６
ポ
イ

ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
１６

・
３
）
と
業
況
、
他
ほ
ど
の

大
き
な
落
ち
込
み
で
は
な
か

っ
た
。

業
態
別
も
大
幅
な
悪
化
だ

が
、
な
か
で
も
卸
の
業
況
は

７９
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
、
Ｄ
Ｉ

マ
イ
ナ
ス
５２
・
２
と
な
り
、

こ
の
Ｄ
Ｉ
値
は
今
調
査
で
は

最
大
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ

た
。前

期
（
１
～
３
月
期
）
比

は
前
年
同
期
比
同
様
悪
化
し

た
数
値
が
並
び
、
総
合
は
７３

・
４
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ

イ
ナ
ス
４７
・
６
）
と
な
り
、

売
上
高
、
仕
入
高
も
大
き
く

後
退
、
利
益
率
の
み
１４
・
１

ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ

ス
１７
・
４
）。

業
態
別
の
小
売
の
業
況
が

８２
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ

マ
イ
ナ
ス
５１
・
８
）と
な
り
、

マ
イ
ナ
ス
幅
は
今
調
査
で
最

大
マ
イ
ナ
ス
幅
と
な
っ
た
。

前
回
調
査
結
果
の
次
期
見

通
し
は
、
大
幅
な
悪
化
見
込

み
だ
っ
た
。
今
期
実
績
は
園

見
込
み
に
近
い
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ

ス
値
、
あ
る
い
は
項
目
に
よ

っ
て
は
見
込
み
を
上
回
る
ほ

ど
の
落
ち
込
み
数
値
と
な
っ

た
。総

合
の
業
況
７３
・
４
ポ
イ

ン
ト
減
（
前
期
比
）
は
、
東

日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
１

年
１
～
３
月
期
調
査
の
５０
・

５
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ

ナ
ス
６０
・
０
）
を
上
回
る
も

の
。大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
今
期

実
績
と
比
較
す
る
次
期
（
７

～
９
月
期
）
見
通
し
は
、
総

合
の
業
況
で
３７
・
８
ポ
イ
ン

ト
増
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
９
・

８
）
と
、
反
動
減
は
底
を
打

っ
た
と
見
て
、
大
き
な
プ
ラ

ス
幅
と
な
っ
た
。

売
上
�
、
仕
入
高
も
同
様

の
見
方
と
な
っ
た
。
早
期
に

持
ち
直
し
、
次
期
以
降
の
足

元
の
回
復
へ
の
期
待
感
が
あ

る
。業

態
別
の
実
績
で
は
、
総

合
お
よ
び
業
態
別
と
も
右
肩

下
が
り
。
前
期
実
績
が
過
去

最
良
の
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス
値
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
プ
ラ
ス
圏

か
ら
マ
イ
ナ
ス
圏
へ
急
降
下

し
た
。

今
期
の
業
況
の
マ
イ
ナ
ス

幅
の
最
大
は
卸
の
７９
・
９
ポ

イ
ン
ト
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
５２

・
２
）
、
次
い
で
小
売
の
７０

・
８
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ

イ
ナ
ス
４２
・
４
）
だ
が
、
最

小
で
も
輸
入
卸
５４
・
７
ポ
イ

ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
２８

・
６
）
と
い
う
大
幅
減
だ
っ

た
。売

上
高
、
仕
入
高
も
同
様

に
卸
、
小
売
の
マ
イ
ナ
ス
幅

の
大
き
さ
が
目
立
ち
、
輸
入

卸
が
最
小
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
大
き
く
後
退
し

た
項
目
に
比
べ
、
利
益
率
は

マ
イ
ナ
ス
幅
が
幾
分
小
幅
に

と
ど
ま
り
、
輸
入
卸
が
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ

ナ
ス
５
・
２
）
、
卸
５
・
６

ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ

ス
１２
・
６
）
だ
っ
た
。

次
期
見
通
し
は
、
ほ
ぼ
全

項
目
で
早
期
の
持
ち
直
し
を

見
込
ん
で
い
る
。

総
合
は
３７
・
８
ポ
イ
ン
ト

増
（
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス
９
・
８
）

ま
で
盛
り
返
す
。

小
売
は
５４
・
２
ポ
イ
ン
ト

増（
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス
２
・
４
）、

売
上
高
は
５１
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
（
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス
１
・
２
）

ま
で
急
上
昇
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

オ
リ
エ
ン
ト
時
計

�株
（
東
京
都
千
代
田

区
、
宮
川
二
郎
社

長
）
、
シ
チ
ズ
ン
時

計
�株
（
東
京
都
西
東

京
市
、
戸
倉
敏
夫
社

長
）
、
セ
イ
コ
ー
ウ

ォ
ッ
チ
�株
（
東
京
都

港
区
、
服
部
真
二
社

長
）
は
、
９
月
３
日

・
４
日
に
「
２
０
１

４
秋
・
冬
ウ
ォ
ッ
チ

合
同
提
案
会
」
を
開

催
す
る
。

■
会
場
�
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、
東

京
都
中
央
区
日
本
橋

町
２
ノ
１
ノ
１
�
０３

（
３
６
６
７
）
１
１

１
１

８
月
２６
日
～
２８
日
に
開
か

れ
る
Ｊ
Ｊ
Ｆ
の
中
日
、
２７
日

に
、
「
リ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
・

セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
４
」
を
開

催
す
る
。

今
回
は
、
宝
飾
店
と
呉
服

店
の
専
門
店
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
で
豊
富
な
実
績
を
積
み
上

げ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
現
代
の
下
島

仁
社
長
に
、
「
ネ
ク
ス
ト
・

シ
ョ
ッ
プ
」
の
考
え
方
と
方

向
性
、
戦
略
を
聞
く
。

Ｐ
Ｒ
現
代
で
は
専
門
店
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
販
促
月

刊
情
報
誌
「
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を

発
行
し
て
お
り
、
最
近
の
特

集
で
は
、
４
月
号
特
集
「
オ

ム
ニ
チ
ャ
ン
ネ
ル
戦
略
」
、

５
月
号
特
集
「
０
２
０
で
客

づ
く
り
を
し
よ
う
」
、
６
月

号
特
集
「
ネ
ク
ス
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
客
づ
く
り
」
な
ど
、
じ

つ
に
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
を

組
ん
で
お
り
、
現
場
の
視
点

で
、
説
得
力
あ
る
記
事
を
書

い
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー

の

後

半

で

は
、
「
リ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー

・
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
状
と
課

題
」
に
つ
い

て
、
参
加
者

の
み
な
さ
ん

と
討
議
の
機
会
を
持
つ
。

■
日
時
‥
平
成
２６
年
８
月
２７

日
、
１３
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

■
場
所
‥
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
、
会
議
棟

８
０
２
号
室

■
内
容
‥
１
「
ネ
ク
ス
ト
・

シ
ョ
ッ
プ
の
考
え
方
と
戦

略
」Ｐ

Ｒ
現
代

下
島
仁
社
長

■
内
容
‥
２
「
リ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と

課
題
」

参
加
者
に
よ
る
討
論

司
会
進
行
‥
高
村
秀
三

■
参
加
費
‥
一
般
�
４
千
円

申
し
込
み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―

６
８
０
６
―
０
０
１
４
、
も

し
く
はE

–M
ail

�info@
re–jew

elry.net

で
、
８
月

２２
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

下
島
仁
氏
�
１
９
６
６
年

生
ま
れ
。
専
門
店
経
営
者
の

た
め
の
販
促
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
情
報
誌
月
刊
『
ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
』
編
集
長
。
和
の
生
活
マ

ガ
ジ
ン
『
花
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
』
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
マ
ガ
ジ
ン『
Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ
』

発
行
人
。
２
０
２
５
年
の
専

門
店
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
考

え
る
「
２
０
２
５
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、「
和
道
経
営
の
会
」

「
Ｊ
Ｍ
Ｇ
」
事
務
局
長
、「
き

も
の
サ
ロ
ー
ネ
ｉ
ｎ
日
本
橋

実
行
委
員
会
」
コ
ア
メ
ン
バ

ー
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。

下島仁社長

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
（
東
京

都
西
東
京
市
、
戸
倉
敏
夫
社

長
）
は
、
新
た
に
シ
チ
ズ
ン

の
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
「
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
を
発
信
す

る
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ

ト
と
ブ
ラ
ン
ド
ム
ー
ビ
ー
を

作
成
し
、
公
開
し
て
い
る
。

「
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
は
、
誰
で

も
、何
を
し
て
い
る
人
で
も
、

未
来
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と

は
出
来
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル

な
考
え
の
も
と
、
「
ど
ん
な

時
で
あ
ろ
う
と
、
『
今
』
を

ス
タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
行
動

す
る
限
り
、
私
た
ち
は
絶
え

ず
な
に
か
を
よ
り
良
く
し
て

い
け
る
の
だ
」
と
い
う
シ
チ

ズ
ン
の
信
念
を
表
し
た
も

の
。同

社
の
信
念
で
あ
る
「
Ｂ

Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
を
世
界
へ
向
け
て

発
信
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン

ド
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ブ
ラ
ン

ド
ム
ー
ビ
ー
を
卓
越
し
た
表

現
力
で
広
告
業
界
を
リ
ー
ド

す
る
独
立
系
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
Ｗ

ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
＋
Ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ

ｄ
ｙ
と
共
同
制
作
し
た
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
ム
ー
ビ
ー

は
、
シ
チ
ズ
ン
社
内
の
１
つ

の
作
業
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
物
語
。
１
９
２
４
年
に
初

号
機
と
し
て
発
売
し
た
懐
中

時
計
か
ら
、
最
新
の
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
サ
テ
ラ
イ
ト
ウ
エ

ー
ブ
Ｆ
１
０
０
」ま
で
、数
々

の
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
を

実
現
し
た
時
計
を
当
時
の
雰

囲
気
を
再
現
し
つ
つ
紹
介
し

て
い
る
。
１
９
３
０
年
代
製

の
手
巻
き
３５
�
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

白
黒
映
像
に
始
ま
り
、
１
９

８
０
年
代
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
彩
度

の
高
い
映
像
な
ど
、
年
代
に

あ
っ
た
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
各
々
の
時
計
と
そ

の
革
新
的
技
術
、そ
し
て「
Ｂ

Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
本
質
を
、
そ
の

時
代
ご
と
に
生
き
生
き
と
表

現
し
て
い
る
。

１
９
５
０
年
代
に
本
格
的

に
海
外
市
場
に
目
を
向
け
た

同
社
は
、
こ
れ
か
ら
も
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｂ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
Ｎ

Ｏ
Ｗ
」
を
も
と
に
グ
ロ
ー
バ

ル
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
く
。
広
告
や
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

同
社
の
代
表
的
な
ス
ポ
ン
サ

ー
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
全
米
オ

ー
プ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
や
世

界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
、
更
に
２
０
１
４
年
１１

月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
オ
ー
プ
ン

す
る
旗
艦
店
で
も
こ
の
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
を
反
映
し
て
い

く
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た
Ｊ
Ｊ
Ｆ
（
ジ

ャ
パ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア

２
０
１
４
）
会
場
で
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
今
年
も
開
催
す

る
。
Ｊ
Ｃ
（
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
と
と
も

に
開
く
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
、
Ｊ
Ｃ
と
い
っ

た
枠
を
超
え
た
人
の
繋
が
り

を
構
築
す
る
の
が
ね
ら
い
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
Ｊ
Ｊ
Ｆ

期
間
中
の
８
月
２７
日
�水
１６
‥

００
～
１８
‥
００
ま
で
、
参
加
資

格
は
特
に
な
く
、
参
加
費
は

５
０
０
円
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ

Ｊ
会
員
は
会
員
証
、
Ｊ
Ｃ
は

資
格
証
の
提
示
に
て
参
加
無

料
。
軽
食
と
飲
み
物
付
き
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
Ｊ
Ｃ
に

よ
る
接
客
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
や
ラ
ッ
フ
ル
チ
ケ
ッ
ト

抽
選
会
な
ど
、
多
く
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
一
人
参
加
で
も
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
商

材
だ
け
で
な
く
、
人
脈
の
仕

入
れ
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

ス
イ
ス
時
計
協
会
Ｆ
Ｈ

は
、
今
年
日
本
と
ス
イ
ス
の

国
交
樹
立
１
５
０
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
ス
イ
ス

時
計
協
会
Ｆ
Ｈ
東
京
事
務
所

設
立
５０
年
目
を
迎
え
た
こ
の

節
目
の
年
を
祝
し
、
東
武
百

貨
店
池
袋
本
店
の
協
力
の
も

と
、
ス
イ
ス
時
計
の
歴
史
と

伝
統
を
伝
え
る
べ
く
、
世
界

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

『
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

―
時
を
考
え
る
特
別
展
』
を

日
本
で
初
め
て
開
催
す
る
。

数
世
紀
に
わ
た
り
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
ス
イ
ス
の
伝

統
的
な
時
計
製
造
技
術
に
つ

い
て
、
パ
ネ
ル
展
示
や
携
帯

音
声
ガ
イ
ド
で
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
。

ま
た
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を

操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
計
の
分
解
か
ら
組
み
立
て

を
体
験
で
き
る
双
方
向
型
の

機
械
が
初
公
開
さ
れ
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が

ら
時
計
製
造
の
専
門
知
識
や

技
術
を
学
べ
る
展
示
と
な
っ

て
い
る
。

【
開
催
概
要
】

▽
会
期
‥
２
０
１
４
年
８

月
２１
日
�木
～
２６
日
�火

▽
会
場
‥
東
武
百
貨
店
池

袋
本
店
８
階
催
事
場
、
ワ
ー

ル
ド
ウ
ォ
ッ

チ
フ
ェ
ア
特

設
会
場
。
東

京
都
豊
島
区

西
池
袋
１
―

１
―
２５
、
�

０３
・
３
９
８

１
・
２
２
１

１
▽
時
間
‥

午
前
１０
時
～

午

後

８

時

（
２６
日
は
午

後

５

時

ま

で
）▽

入
場
料

‥
無
料

▽
後
援
‥

在
日
ス
イ
ス

大
使
館

パネル展示で紹介

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

は
、
９
月
９
日
と
１０
月
１０
日

に
「
販
売
ス
キ
ル
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」を
行
う
。
講
師
に「
Ｔ

ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

ウ
イ
ズ

ユ
ー
」
の
阿
部
眞
代
代
表
を

迎
え
、
Ｊ
Ｃ
資
格
者
、
Ｊ
Ｊ

Ａ
会
員
を
対
象
に
各
回
６０
人

限
定
で
開
催
。参
加
費
無
料
。

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

り
。第

２
回
テ
ー
マ
は
、
「
会

話
は
お
客
様
が
主
役
で
す

～
お
客
様
主
導
の
会
話
で
気

持
ち
良
く
、
要
望
を
聞
き
出

す
～
」。

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
来
店
客

が
聞
き
手
、
販
売
員
が
話
し

手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
。

来
店
客
が
ど
の
よ
う
な
事
情

を
持
っ
て
買
い
物
に
や
っ
て

く
る
の
か
な
ど
、
販
売
員
の

は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
、
話

を
聞
き
出
す
こ
と
を
中
心

に
、そ
れ
に
は
何
が
必
要
か
、

ロ
ー
ル
プ
レ
ー
形
式
で
解
説

す
る
。

第
３
回
テ
ー
マ
は
、
「
さ

ぁ
、
あ
と
一
歩
、
決
心
へ
と

導
き
ま
す

～
会
話
か
ら
導

く
根
拠
あ
る
提
案
～
」。

会
話
は
弾
ん
で
い
た
の

に
、
購
入
に
至
ら
な
か
っ
た

の
は
は
何
が
欠
け
て
い
た
の

か
。
来
店
客
の
決
心
を
促
す

に
は
、
「
な
る
ほ
ど
！
」
と

納
得
で
き
る
販
売
員
か
ら
の

提
案
が
必
要
。
聞
き
出
し
た

来
店
客
の
事
情
か
ら
生
活
を

推
測
し
、
根
拠
の
あ
る
提
案

を
ま
と
め
、
ロ
ー
ル
プ
レ
ー

形
式
で
互
い
に
確
認
し
て
い

く
。

■
問
い
合
わ
せ
先
�
Ｊ
Ｊ
Ａ

事
務
局
�
０３
（
３
８
３
５
）

８
５
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
（
３

８
３
９
）
６
５
９
９

■
会
場
�
一
般
社
団
法
人
日

本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｊ

Ａ
会
館
）
東
京
都
台
東
区
東

上
野
２
―
２３
―
２５

中
央
宝
石
研
究
所
で
は
、

こ
の
ほ
ど
「
２
０
１
５
年
度

ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
」

作
成
し
、
予
約
を
受
け
付
け

て
い
る
。

同
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
Ｂ
３

判
の
７
枚
綴
り
で
壁
掛
け

用
。
１
～
２
月
は
ル
ビ
ー
、

３
～
４
月
は
エ
メ
ラ
ル
ド
、

５
～
６
月
は
コ
ン
ク
パ
ー

ル
、
７
～
８
月
は
パ
ラ
イ
バ

ト
ル
マ
リ
ン
、
９
～
１０
月
は

ボ
ル
ダ
ー
オ
パ
ー
ル
、
１１
月

～
１２
月
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、

と
な
っ
て
い
る
。

価
格
は
、
１
部
１
０
０
０

円
（
消
費
税
別
）
。
名
入
れ

の
場
合
は
、
５０
部
以
上
６
４

０
円
、
１
０
０
部
以
上
６
０

０
円
、
２
０
０
部
以
上
５
５

０
円
、
５
０
０
部
以
上
５
０

０
円
、
１
０
０
０
部
以
上
４

５
０
円
。

注
文
・
問
い
合
わ
せ
は
、

同
研
究
所
器
材
部
�
０３
―
３

８
３
９
―
１
４
５
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０３
―
３
８
３
９
―
１
４
５

５
ま
で
。

毎年好評のジュエ
リーカレンダー

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会

（
山
崎
素
子
委
員
長
）
平
成

２６
年
第
８
回

�１
「
枠
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て

い
る
小
粒
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

（
無
色
）
に
お
い
て
は
、
検

査
に
限
界
が
あ
る
為
、
Ｈ
Ｐ

Ｈ
Ｔ
（
高
温
高
圧
）
プ
ロ
セ

ス
の
判
定
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
」
の
文
言
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
た
。

�２
小
粒
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

検
査
に
お
い
て
、
�
型
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
が
見
つ
か
る
割
合

を
９
月
か
ら
調
査
す
る
。

�３
他

☆
色
石
委
員
会
（
堀
川
洋

一
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
８

回
�１
放
射
能
線
量
計
（
シ
ン

チ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
Ｐ
Ａ
―
１
０
０

０
）
の
精
度
チ
ェ
ッ
ク
が
無

事
に
終
了
し
た
こ
と
を
、
Ｈ

Ｐ
に
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
掲
載

し
た
。

�２
マ
デ
イ
ラ
・
シ
ト
リ
ン

の
呼
称
で
シ
ト
リ
ン
と
し
て

業
界
で
扱
わ
れ
て
き
た
褐
赤

色
の
ク
ォ
ー
ツ
を
、
Ａ
Ｇ
Ｌ

が
今
後
ど
の
よ
う
に
扱
う
か

に
つ
い
て
は
、
会
員
の
意
見

を
集
約
後
に
結
論
を
出
す
こ

と
に
し
た
。

�３
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ジ
ェ
イ
ダ

イ
ト
に
発
見
さ
れ
た
新
事
実

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

�４
他

☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁

男
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
７

回
�１
真
珠
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
サ

イ
ズ
表
記
は
、
製
品
で
の
計

測
の
た
め
近
似
値
で
表
記
し

て
い
る
旨
を
、
Ｈ
Ｐ
は
追
記

し
た
。

�２
セ
ラ
ミ
ッ
ク
が
核
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、
養

殖
真
珠
と
し
て
取
り
扱
う
こ

と
を
確
認
し
た
。

�３
他

☆
総
務
委
員
会
（
鈴
木
芳

夫
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
８

回
�１
会
員
よ
り
提
出
を
受
け

た
「
会
員
登
録
事
項
表
」
に

書
い
た
訪
問
調
査
は
、
９
月

か
ら
行
う
。

�２
規
約
の
見
直
し
に
取
り

掛
か
る
た
め
、
次
回
ま
で
に

各
委
員
が
定
款
・
規
約
を
精

読
し
て
お
く
。

�３
他
。

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ

Ａ

Ｔ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｋ
Ａ
（
田

中
貴
金
属
ジ

ュ

エ

リ

ー

�株
、
中
央
区

銀
座
、
田
中

正
和
社
長
、

以
下
Ｇ
Ｉ
Ｎ

Ｚ
Ａ

Ｔ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
）

は
、
女
性
の

鍛
金
作
家
、

田
口
典
翠
氏

に
よ
る
１８
金
製
・
２
・
５
寸

の
仏
鈴
製
作
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
、
３
月
１５
日
か
ら
販
売

し
て
い
る
。
参
考
価
格
は
、

１
５
０
万
４
０
０
０
円
（
税

込
）。

１８
金
製
の
仏
鈴
は
、
高
温

で
澄
ん
だ
音
色
が
特
徴
で
、

部
位
に
よ
り
厚
み
を
変
え
る

こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
そ
の

音
色
は
、
職
人
の
熟
練
し
た

技
と
感
性
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ

Ａ
で
は
、
卓
越
し
た
技
を
持

つ
伝
統
工
芸
作
家
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
３０
年

に
わ
た
り
仏
鈴
製
作
を
行
っ

て
き
た
。
今
回
は
初
の
女
性

作
家
に
よ
る
作
品
を
企
画
制

作
・
販
売
し
て
い
る
。

田
口
さ
ん
が
４
代
目
と
な

る
「
長
寿
賽
派
」
は
、
江
戸

時
代
に
江
戸
城
西
の
丸
で
武

具
な
ど
調
度
品
を
作
る
職
人

の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
仏

鈴
製
作
で
難
し
い
の
は
、
形

の
美
し
さ
を
保
ち
な
が
ら
、

美
し
い
音
色
を
奏
で
る
こ
と

だ
。
音
色
が
決
ま
る
響
き
の

作
業
で
は
何
度
も
叩
い
て
音

色
を
確
か
め
な
が
ら
、
形
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い

く
。彫

刻
作
家
に
女
性
が
多
い

が
、鍛
金
作
家
に
は
少
な
い
。

ま
た
３０
～
４０
代
の
世
代
で

は
、
家
庭
が
優
先
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
女
性
は
殆
ど
い

な
い
。
同
じ
鍛
金
で
も
純
銀

な
ど
は
比
較
的
柔
ら
か
い
の

に
対
し
、
１８
金
な
ど
、
銅
が

入
っ
て
い
る
も
の
は
固
い
と

言
わ
れ
る
。
鍛
金
は
金
槌
の

重
み
を
生
か
し
て
、
リ
ズ
ム

よ
く
叩
く
の
が
コ
ツ
だ
と
田

口
さ
ん
は
話
す
。

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

１１月

６～７

２０～２１

１８

１０月

２～３

１６～１７

２３～２４

２７

９～１０

９月

４～５

１８～１９

２９

８月

７～８

２１～２２

２６～２７

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

ＪＪＡ

過
去
最
大
の
落
ち
込
み

次
期
は
回
復
へ
定
期
業
況
調
査
報
告

ＪＪＡ

販
売
ス
キ
ル
向
上
セ
ミ
ナ
ー

中央宝石研究所

予
約
を
受
け
付
け
中

２
０
１
５
年
度
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

シチズン時計

ブ
ラ
ン
ド
ム
ー
ビ
ー
公
開

「BETTER
STARTS

NO
W

」を
世
界
へ

いい
よよ
いい
よよ
今今
月月
２２６６
日日
にに
ＪＪ
ＪＪ
ＦＦ
開開
幕幕

下
島
氏
に
戦
略
を
聞
く

リ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催

枠
超
え
人
脈
づ
く
り

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
パ
ー
テ
ィ
ー

スイス時計
協 会 Ｆ Ｈ

国
交
樹
立
１５０
周
年
祝
し

特
別
展
を
日
本
初
開
催

ＡＡ
ＧＧ
ＬＬ
７７
月月
のの
活活
動動
報報
告告

オリエント時計・シチズン時計・セイコーウオッチ

秋・冬ウォッチ合同提案会

９月３日・４日に開催

女性作家・田口氏の仏鈴
ＧＩＮＺＡ ＴＡＮＡＫＡ

���	
����
������ ���（第三種郵便物認可）������



サ
カ
イ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

�株
（
酒
井
美
佐
夫
社
長
）
が

得
意
先
小
売
店
の
販
促
を
支

援
す
る
翌
檜
会
（
あ
す
な
ろ

か
い
）
２
０
１
４
が
９
月
３

日
�水
）
・
４
日
�木
の
２
日
間
、

目
黒
区
三
田
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
さ
れ

る
。今

回
は
、
伝
統
的
な
技
術

と
、
革
新
性
溢
れ
る
デ
ザ
イ

ン
が
魅
力
の
イ
タ
リ
ア
ン
ジ

ュ
エ
ラ
ー
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
の
４
代
目
で
あ
り
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
ダ
ビ
デ
が
、
こ
の

為
に
特
別
来
日
し
、
皆
様
へ

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
、
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
お
披
露
目
す
る
。こ
の
他
、

希
少
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、

キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ザ
・
フ
ァ

イ
ヤ
、
世
界
で
最
も
希
少
な

真
珠
・
コ
ン
ク
パ
ー
ル
等
の

高
級
品
を
メ
イ
ン
に
同
社
の

ブ
ラ
ン
ド
品
の
数
々
に
高
級

輸
入
腕
時
計
・
バ
ッ
グ
を
出

展
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
は
、

３
日
に
美
川
憲
一
・
中
村
玉

緒
、
４
日
は
デ
ヴ
ィ
夫
人
と

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
当
日

お
楽
し
み
の
ゲ
ス
ト
が
来

場
。ラ

ッ
キ
ー
チ
ャ
ン
ス
ジ
ュ

エ
ラ
ー
（
当
日
お
買
い
上
げ

頂
い
た
お
客
様
の
中
か
ら
ゲ

ス
ト
に
よ
る
抽
選
で
豪
華
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て

い
る
）。

尚
、
９
月
７
日
�日
・
８
日

�月
に
は
大
阪
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ

れ
、
７
日
は
、
舞
妓
・
尺
八

＆
三
味
線
ラ
イ
ブ
、
８
日
は

ソ
プ
ラ
ノ
＆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ピ
ア
ノ
・
チ
ェ
ロ
ラ
イ
ブ

を
用
意
、
ゲ
ス
ト
に
は
７
日

デ
ヴ
ィ
夫
人
、
８
日
三
田
村

邦
彦
が
来
場
す
る
。

ＳＴＡＶＲＩＮＯ４代目のダ
ビデ氏

Jew
eller’s

Study
C

lu
b

（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
方
を
講
師
に
招
き
専

門
知
識
を
高
め
る
ジ
ュ
エ
ラ

ー
の
勉
強
会
で
は
、
今
回
、

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
つ
い
て
２

部
構
成
で
「
２
０
１
４
年
秋

季
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
行
う
。

第
１
部
と
し
て
、
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
の
原
石
の
特
徴
と
そ

の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
紹
介
。
日
本
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

の
原
石
で
す
が
、
そ
れ
が
カ

ッ
ト
さ
れ
て
日
本
の
市
場
に

届
く
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な

工
程
が
あ
る
。
今
回
、
実
際

に
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
原
石
を

手
に
と
っ
て
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
体
験
し
て
頂
く
。

第
２
部
と
し
て
、
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
の
美
し
さ
に
影
響
を

与
え
る
要
素
か
ら
、
ラ
ウ
ン

ド
の
ア
イ
デ
ィ
ア
ル
・
カ
ッ

ト
に
限
ら
ず
、
フ
ァ
ン
シ
ー

シ
ェ
ー
プ
に
も
適
応
で
き
る

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
評
価
体
系

と
そ
の
考
え
方
を
紹
介
す

る
。
こ
ち
ら
で
は
３
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
、
立

体
的
に
カ
ッ
ト
の
モ
デ
リ
ン

グ
を
ご
覧
頂
く
。

日
頃
ご
覧
に
な
っ
て
い
る

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
美
し
さ
を

分
析
し
、
そ
の
理
解
を
深
め

て
頂
き
、
既
存
の
グ
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
で
は
表
現
し
き
れ
な

い
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
美
し
さ

を
分
析
し
、
そ
の
理
解
を
深

め
て
頂
き
、
既
存
の
グ
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
で
は
表
現
し
き
れ

な
い
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
感
じ
取
る
こ

と
が
、
お
客
様
に
過
不
足
な

く
宝
石
の
真
の
姿
を
伝
え
る

に
欠
か
せ
な
い
自
信
と
な

り
、
宝
石
の
プ
ロ
と
し
て
お

客
様
に
信
頼
さ
れ
、
販
売
す

る
宝
石
の
価
値
と
販
売
す
る

人
々
の
価
値
観
を
高
め
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
‥
平
成
２６
年
９
月

２５
日
�木

１３
‥
００
～
１７
‥
００

▽
会
場
‥
南
船
場
会
館

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
３
―

７
―
１２
、
�
０６
・
６
２
４
１

・
１
０
０
８
。
（
地
下
鉄
御

堂
筋
線「
心
斎
橋
」駅
下
車
、

北
心
斎
橋
商
店
街
を
北
（
本

町
）
に
向
か
い
「
が
ん
こ
寿

司
」
を
右
に
曲
が
る
）

▽
テ
ー
マ
‥
「
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
原
石
の
特
徴
と
そ
の
グ

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
法
」
「
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
の
カ
ッ
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
評
価
」

▽
講
師
‥D

r.Y
uri

Sh
elem

entie

Ｖ
ユ
ー
リ
・
シ

ェ
レ
メ
ン
テ
ィ
フ
博
士
（
Ｐ

ｈ
Ｄ
‥
結
晶
学
）
（
モ
ス
ク

ワ
国
立
大
学
宝
石
研
究
所
所

長
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
か
か

わ
ら
ず
宝
石
の
カ
ッ
ト
や
そ

の
評
価
に
対
す
る
国
際
特
許

多
数
）

▽
通
訳
‥
古
屋
正
貴
（
ふ

る
や
・
ま
さ
き
）
氏
、
日
独

宝
石
研
究
所
々
長
Ｅ
Ｇ

Ｄ

・
Ｇ
ｅ
ｍ
Ｇ
・
Ｇ
・
Ｇ
・

Ｃ
・
Ｇ
・
Ｊ

Ｍ
Ｂ
Ａ

▽
会
費
‥
会
員
�
５
０
０

０
円
、
会
員
外
�
８
０
０
０

円
。

田
中
貴
金
属
工
業
�株
（
東

京
都
千
代
田
区
、
田
苗
明
社

長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
２
０
１

４
年
７
月
の
貴
金
属
市
況
を

発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
４
３
５

２
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
７
月

の
国
内
円
建
て
相
場
は
、
月

初
ド
ル
建
て
金
価
格
が
上
値

の
重
い
展
開
と
な
っ
た
も
の

の
、
円
安
基
調
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
４
日
に
４
３
６
３
円

に
上
昇
し
た
。
そ
の
後
ド
ル

建
て
価
格
が
上
昇
基
調
と
な

っ
た
こ
と
で
国
内
円
建
て
相

場
も
堅
調
な
推
移
を
示
し
１４

日
に
は
月
間
最
高
値
と
な
る

４
３
９
３
円
に
上
昇
し
た
。

月
後
半
に
か
け
て
は
ド
ル
建

て
金
価
格
に
歩
調
を
合
わ
せ

る
か
た
ち
で
下
落
基
調
に
転

換
。
為
替
相
場
も
円
高
傾
向

と
な
っ
た
こ
と
で
下
値
を
切

り
下
げ
２５
日
に
は
月
間
最
安

値
と
な
る
４
２
７
０
円
に
下

落
し
た
。
月
末
に
か
け
て
は

円
安
進
行
か
ら
値
を
戻
し
３１

日
に
は
４
３
２
２
円
に
上
昇

し
て
越
月
し
た
。

一
方
、
１
３
２
５
・
７５
ド

ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
７
月
の

海
外
金
相
場
は
、
３
日
に
発

表
さ
れ
た
６
月
の
米
雇
用
統

計
で
、
非
農
業
部
門
雇
用
者

数
が
市
場
予
想
を
上
回
っ
た

こ
と
や
失
業
率
の
改
善
を
受

け
て
米
国
の
景
気
先
行
き
に

対
す
る
期
待
感
を
背
景
に
早

期
利
上
げ
観
測
が
高
ま
る

中
、
投
機
筋
の
売
り
か
ら
７

日
に
は
１
３
１
３
ド
ル
に
下

落
し
た
。
そ
の
後
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
大
手
銀
行
の
経
営
不
安

が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
欧
米
の
株
式
相
場
が

下
落
。
ま
た
公
表
さ
れ
た
米

連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
の
議
事
要
旨
で
は

利
上
げ
時
期
を
見
極
め
る
新

た
な
材
料
に
乏
し
く
当
面
は

低
金
利
政
策
が
続
く
と
の
見

方
が
優
勢
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
金
市
場
へ
の
資
金
流
入
が

旺
盛
と
な
り
１０
日
に
は
月
間

最
高
値
と
な
る
１
３
４
３
・

２５
ド
ル
に
上
昇
し
た
。

そ
の
後
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

経
営
不
安
に
対
す
る
懸
念
が

後
退
し
た
こ
と
を
受
け
て
米

株
式
相
場
が
回
復
。
ま
た
１

３
４
０
ド
ル
近
辺
は
３
月
以

来
お
お
よ
そ
４
カ
月
ぶ
り
の

高
値
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
投
機
筋
の
利
益
確
定
の
売

り
が
見
ら
れ
る
と
、
米
景
況

感
に
関
す
る
指
標
改
善
な
ど

を
受
け
て
米
早
期
利
上
げ
観

測
が
高
ま
る
中
、
投
機
筋
の

売
り
が
加
速
し
１６
日
に
は
１

２
９
７
・
５０
ド
ル
に
下
落
し

た
。し

か
し
月
半
ば
に
か
け
て

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
マ

レ
ー
シ
ア
航
空
機
が
撃
墜
さ

れ
た
と
の
報
を
受
け
て
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
緊
張

感
が
拡
大
。
ま
た
パ
レ
ス
チ

ナ
情
勢
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ

る
中
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
の

高
ま
り
か
ら
金
へ
の
資
金
流

入
が
旺
盛
と
な
り
１
３
０
０

ド
ル
に
回
復
す
る
と
、
２１
日

に
は
１
３
１
２
・
７５
ド
ル
へ

上
昇
し
た
。

月
後
半
に
か
け
て
は
、
米

住
宅
関
連
指
標
や
米
主
要
企

業
の
業
績
改
善
を
材
料
に
株

式
相
場
が
堅
調
な
推
移
を
示

す
と
、
金
相
場
は
投
機
筋
の

売
り
が
優
勢
と
な
る
中
、

徐
々
に
下
値
を
切
り
下
げ
２４

日
に
は
再
び
１
３
０
０
ド
ル

を
割
り
込
み
１
２
９
２
・
７５

ド
ル
に
下
落
。
１
３
０
０
ド

ル
割
れ
の
水
準
で
は
こ
れ
ま

で
の
下
落
に
対
す
る
買
い
も

見
ら
れ
下
値
を
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中

東
情
勢
を
め
ぐ
る
警
戒
感
は

根
強
く
、
２８
日
に
は
一
時
１

３
０
５
ド
ル
に
回
復
。
し
か

し
米
国
の
早
期
利
上
げ
観
測

が
く
す
ぶ
る
中
で
上
値
は
重

く
、
ま
た
中
国
や
イ
ン
ド
と

い
っ
た
現
物
需
要
に
も
力
強

さ
が
見
ら
れ
な
い
中
、
徐
々

に
下
値
を
切
り
下
げ
る
展
開

と
な
り
３１
日
に
は
月
間
最
安

値
と
な
る
１
２
８
５
・
２５
ド

ル
に
下
落
し
て
越
月
し
た
。

７
月
の
海
外
プ
ラ
チ
ナ
相

場
は
、
１
４
８
６
ド
ル
で
ス

タ
ー
ト
。
好
調
な
米
自
動
車

販
売
台
数
を
背
景
と
し
た
需

要
増
加
期
待
感
や
、
南
ア
フ

リ
カ
で
は
鉱
山
会
社
へ
の
直

接
的
な
影
響
は
な
か
っ
た
も

の
の
金
属
労
働
者
組
合
が
ス

ト
ラ
イ
キ
入
り
す
る
な
ど
労

働
争
議
の
継
続
に
対
す
る
不

安
感
か
ら
投
機
筋
の
買
い
が

優
勢
と
な
り
２
日
に
１
５
１

１
ド
ル
に
上
昇
し
た
。

し
か
し
１
３
１
０
ド
ル
近

辺
で
は
実
需
の
追
随
も
乏
し

く
上
値
を
抑
え
ら
れ
る
と
、

良
好
な
米
雇
用
統
計
の
発
表

や
米
早
期
利
上
げ
観
測
か
ら

金
相
場
同
様
に
投
機
筋
の
売

り
が
優
勢
と
な
る
中
、
徐
々

に
下
値
を
切
り
下
げ
る
展
開

と
な
り
８
日
に
は
１
４
９
３

ド
ル
に
下
落
。
そ
の
後
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
大
手
銀
行
の
経
営

不
安
を
受
け
て
欧
米
諸
国
の

株
式
相
場
が
下
落
す
る
中
、

金
相
場
に
つ
ら
れ
る
か
た
ち

で
資
金
流
入
が
見
ら
れ
上
昇

基
調
に
転
換
す
る
と
、
１０
日

に
は
月
間
最
高
値
と
な
る
１

５
１
２
ド
ル
に
上
昇
。

月
半
ば
に
か
け
て
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
金
融
不
安
に
対
す

る
懸
念
が
後
退
し
た
こ
と
を

受
け
て
投
機
筋
の
手
仕
舞
い

売
り
か
ら
金
相
場
が
下
落
。

プ
ラ
チ
ナ
独
自
の
材
料
に
欠

け
る
中
、
金
相
場
に
追
随
す

る
形
で
プ
ラ
チ
ナ
相
場
に
も

下
落
基
調
に
転
換
す
る
と
、

米
国
の
早
期
利
上
げ
観
測
の

高
ま
り
か
ら
投
機
筋
の
売
り

が
継
続
し
１６
日
に
は
１
４
７

９
ド
ル
に
下
落
し
た
。
１
４

８
０
ド
ル
割
れ
の
水
準
で
は

値
頃
感
も
台
頭
し
下
値
を
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
る
と
、
欧
州
自

動
車
販
売
台
数
の
増
加
も
プ

ラ
ス
要
因
と
な
り
一
時
１
５

０
０
ド
ル
に
回
復
す
る
場
面

が
見
受
け
ら
れ
た
も
の
の
、

１
５
０
０
ド
ル
越
え
の
水
準

で
は
実
需
の
買
い
も
乏
し

く
、
良
好
な
米
経
済
指
標
を

受
け
て
金
相
場
か
ら
資
金
流

出
の
動
き
が
見
ら
れ
る
中
、

中
国
の
６
月
の
輸
入
量
の
減

少
も
実
需
の
弱
さ
を
連
想
さ

せ
る
展
開
と
な
り
、
プ
ラ
チ

ナ
に
お
い
て
も
投
機
筋
の
売

り
が
優
勢
と
な
り
２４
日
に
は

月
間
最
安
値
と
な
る
１
４
６

９
ド
ル
に
下
落
し
た
。

１
４
７
０
ド
ル
近
辺
で
は

安
値
拾
い
の
買
い
が
見
ら
れ

た
ほ
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

を
め
ぐ
る
不
透
明
感
か
ら
金

相
場
の
反
発
に
つ
ら
れ
る
形

で
一
時
１
４
９
０
ド
ル
近
辺

に
値
を
戻
し
た
も
の
の
、
実

需
に
目
立
っ
た
動
き
が
見
ら

れ
な
い
中
で
は
上
値
も
重

く
、
月
末
に
か
け
て
は
徐
々

に
下
値
を
切
り
下
げ
３１
日
に

は
１
４
７
２
ド
ル
を
つ
け
て

越
月
し
た
。

国
内
プ
ラ
チ
ナ
相
場
は
、

４
８
８
５
円
で
ス
タ
ー
ト
。

月
前
半
に
か
け
て
は
ド
ル
建

て
プ
ラ
チ
ナ
価
格
が
概
ね
高

値
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
を

受
け
て
１１
日
に
月
間
最
高
値

と
な
る
４
９
７
７
円
に
上

昇
。
そ
の
後
は
ド
ル
建
て
プ

ラ
チ
ナ
価
格
の
下
落
と
円
高

か
ら
軟
調
地
合
を
形
成
し
１７

日
に
４
９
１
６
円
に
下
落
。

月
後
半
に
か
け
て
も
ド
ル
建

て
プ
ラ
チ
ナ
価
格
が
徐
々
に

下
値
を
切
り
下
げ
る
展
開
の

中
、
２５
日
に
は
月
間
最
安
値

と
な
る
４
８
８
４
円
に
下
落

し
た
。
月
末
に
か
け
て
は
円

安
基
調
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
値
を
戻
し
３１
日
に
は
４
９

５
１
円
に
上
昇
し
て
越
月
し

た
。

�株
坂
口
商
会
で
は
「
２
０

１
４
セ
ラ
リ
オ
ン
涼
宝
展
」

を
去
る
７
月
２１
日
に
熱
海
大

観
荘
で
開
催
し
た
。

同
旅
館
は
日
本
画
家
・
横

山
大
観
ゆ
か
り
の
宿
で
あ

り
、
古
き
良
き
時
代
の
情
緒

あ
ふ
れ
る
宏
壮
な
日
本
庭
園

と
数
寄
屋
造
り
で
熱
海
随
一

の
最
高
級
旅
館
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま

れ
、
同
社
専
属
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
翁
淳
を
は
じ
め
、
松
井
久

子
氏
や
山
崎
裕
見
子
氏
、
ア

ン
ヴ
ェ
ー
ル
等
、
個
性
豊
か

な
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で

顧
客
を
迎
え
、
都
心
と
は
違

う
海
と
空
と
山
に
囲
ま
れ
た

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の

中
、
商
談
が
行
わ
れ
た
。

前
年
対
比
で
集
客
数
は
減

っ
た
も
の
の
、
買
い
上
げ
率

は
昨
年
を
上
回
り
、
良
質
な

商
品
を
顧
客
に
見
て
い
た
だ

く
事
が
出
来
た
。
価
値
あ
る

商
品
に
は
景
気
や
流
行
に
左

右
さ
れ
ず
、
顧
客
に
目
を
向

け
て
い
た
だ
け
る
、
そ
の
よ

う
な
印
象
が
強
く
残
っ
た
。

当
日
、
来
場
い
た
だ
い
た

顧
客
に
は
、
大
観
荘
自
慢
の

源
泉
か
け
流
し
の
温
泉
や
懐

石
料
理
の
後
、
熱
海
湾
に
広

が
る
美
し
い
大
輪
の
花
火
と

山
に
響
く
大
音
響
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
「
ま
た
来
年

も
ぜ
ひ
来
場
し
た
い
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
、
夏
の
優
雅

で
特
別
な
「
涼
宝
展
」
と
な

っ
た
。

リラックスした雰囲気で行われた商談の様子

�株
ナ
ガ
ホ
リ
（
長
堀
慶
太

社
長
）は
、８
月
３
日
・
４
日

の
両
日
、
千
代
田
区
永
田
町

の
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル

東
急
で
「V

E
R

A
N

O

・FIE
ST

A

（
ヴ
ェ
ラ
ー
ノ
・
フ
ェ

ス
タ
）・
夏
の
祭
典
」
を
開
催

し
た
。

東
京
は
猛
暑
で
連
日
の
暑

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
に

は
熱
心
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ァ

ン
が
多
勢
来
場
し
商
談
が
行

わ
れ
て
い
た
。

今
回
は
、
日
本
発
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
「
ナ
デ
ィ

ア
」は
じ
め
、イ
ン
ポ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
「
ブ
ッ
チ
ェ
ラ
ッ
テ

ィ
」「
ス
カ
ビ
ヴ
ィ
ア
」「
レ
ポ

シ
」
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
ラ
・
ソ
マ
」「
花
街
道
」
や

人
気
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
（
松
井

久
子
、山
崎
裕
見
子
、Ｋ
Ａ
Ｒ

Ａ
Ｔ
Ｉ
、
落
合
朋
子
、
松
沢

安
行
、Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
）

な
ど
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
高
級
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
が
出
展
さ
れ
た
。

日本発のクオリティブランド「ナディ
ア」も参加

会場は横山大観ゆかりの熱海大観荘盛況の会場の様子

５
月
２０
日
掲
載
の
よ
う

に
、
合
成
結
晶
に
見
ら
れ
る

表
面
は
｛
１
１
１
｝、｛
１
０

０
｝、｛
１
１
３
｝、｛
１
１
０
｝

が
頻
繁
に
現
れ
る
が
、
Ｇ
Ｅ

の
論
文
に
は｛
１
１
１
｝、｛
１

０
０
｝、｛
１
１
３
｝、｛
１
１

０
｝
の
ほ
か
に
、｛
１
１
７
｝

も
あ
ら
わ
れ
る
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
珍
し
い
も
の
好
き

な
私
は
、
｛
１
１
７
｝
面
も

気
に
な
り
、
こ
の
面
を
見
つ

け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
高
指
数
の
面
が
な
ぜ

出
現
す
る
の
か
に
も
関
心
が

あ
っ
た
。
繰
り
返
し
合
成
実

験
を
し
て
い
る
と
、
稀
に
、

｛
１
１
７
｝
ら
し
い
面
を
も

つ
結
晶
が
で
き
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

図
７
の
よ
う
に
、
｛
１
１

１
｝
面
と
｛
１
０
０
｝
面
と

の
間
に
二
つ
の
面
が
見
え

る
。
た
い
て
い
は
、
図
８
の

よ
う
に
ひ
と
つ
だ
け
で
、
こ

れ
は｛
１
１
３
｝面
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、二
つ
の
面
は
、

レ
ア
な
｛
１
１
７
｝
面
に
違

い
な
く
、
Ｇ
Ｅ
の
論
文
の
追

試
に
成
功
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
し

て
｛
１
１
７
｝
と
い
う
よ
う

な
方
向
の
面
が
で
る
の
か
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
炭
素
原
子

の
配
列
と
ど
う
い
う
関
連
が

あ
る
の
か
疑
問
は
残
り
、
そ

の
面
の
角
度
を
調
べ
た
。
こ

の
よ
う
な
問
題
は
、
重
箱
の

隅
を
突
く
よ
う
な
オ
タ
ク
の

や
る
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
は

ま
り
込
ん
で
、
こ
の
面
の
写

真
を
と
っ
て
角
度
を
測
定
し

た
。
そ
の
結
果
、｛
１
１
７
｝

で
は
な
く
｛
１
１
５
｝
と
い

う
方
位
の
ほ
う
が
正
し
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。｛
１
１
７
｝

で
も
｛
１
１
５
｝
で
も
些
細

な
こ
と
で
ど
ち
ら
で
も
よ
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
炭
素
原

子
の
配
列
の
点
で
も
｛
１
１

５
｝
の
ほ
う
が
理
屈
に
合
う

よ
う
で
、
気
分
的
に
す
っ
き

り
し
て
満
足
し
た
（
覚
え
が

あ
る
）。

｛
１
１
１
｝、｛
１
０
０
｝

な
ど
の
面
が
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
出
現
す
る
の
か
、
結

晶
成
長
機
構
に
関
心
の
あ
る

私
に
は
、
そ
の
機
構
の
理
解

を
進
め
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
成
長
機
構
の
証
拠
が
残

さ
れ
て
い
る
結
晶
表
面
の
模

様
も
調
べ
て
い
た
。
砂
川
先

生
は
早
く
か
ら
表
面
模
様
の

観
察
を
も
と
に
結
晶
成
長
機

構
を
研
究
さ
れ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
結
晶
に
つ
い
て
、

位
相
差
顕
微
鏡
で
原
子
オ
ー

ダ
ー
の
凸
凹
を
観
察
し
、
成

長
ス
テ
ッ
プ
の
形
態
か
ら
ス

パ
イ
ラ
ル
成
長
な
ど
の
成
長

機
構
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
位
相
差
顕
微
鏡
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
な
か
っ
た
が

微
分
干
渉
顕
微
鏡
を
よ
く
使

っ
た
。
手
軽
に
結
晶
表
面
の

模
様
が
観
察
で
き
る
顕
微
鏡

で
あ
る
。
し
か
も
、
光
の
干

渉
効
果
で
美
し
い
カ
ラ
ー
画

像
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
合
成
し
た
結
晶
表
面
を

顕
微
鏡
で
眺
め
て
み
る
と
、

よ
く
見
ら
れ
る
の
が
図
４
の

よ
う
な
樹
枝
状
模
様
で
あ

る
。
こ
れ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

合
成
初
期
か
ら
、
合
成
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
大
き
な
特
徴
の

ひ
と
つ
と
し
て
記
載
さ
れ
、

天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
は
み

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
樹
枝
状
模
様
は
そ
れ
な
り

に
多
様
性
が
あ
り
、
な
か
に

は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
結
晶
方

位
と
関
係
す
る
対
称
性
の
高

い
美
し
い
幾
何
学
的
な
パ
タ

ー
ン
が
観
察
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
（
図
９
）。

こ
の
模
様
は
金
属
触
媒
の

合
成
組
成
と
関
係
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
模
様
は
そ
れ

な
り
に
き
れ
い
で
は
あ
る

が
、
結
晶
成
長
機
構
を
考
え

よ
う
と
す
る
と
、
不
都
合
な

模
様
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
樹
枝
状
模
様
は
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
成
長
中
の
模
様

で
は
な
く
、
金
属
触
媒
が
固

化
す
る
と
き
形
成
さ
れ
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
樹
枝
状

模
様
は
成
長
模
様
を
覆
い
隠

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
成
長

機
構
を
調
べ
る
た
め
に
は
、

何
と
か
し
て
、
樹
枝
状
模
様

の
な
い
結
晶
を
得
た
い
と

常
々
思
っ
て
い
た
。

１
９
８
０
年
代
半
ば
、
砂

川
先
生
の
指
導
の
下
で
博
士

論
文
を
作
成
す
る
機
会
を
得

た
。
そ
の
と
き
、
論
文
の
た

め
に
何
か
新
し
い
成
果
を
追

加
し
た
い
と
思
っ
て
、
そ
れ

ま
で
に
合
成
し
た
結
晶
を
眺

め
て
い
て
、
樹
枝
状
模
様
の

な
い
結
晶
も
で
き
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。
樹
枝
状

模
様
は
、
金
属
触
媒
が
固
化

す
る
と
き
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が

金
属
の
中
に
あ
る
と
で
き
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
が
、
金
属
触
媒
が
固
化

す
る
前
に
金
属
触
媒
か
ら
飛

び
出
て
し
ま
え
ば
、
樹
枝
状

模
様
は
で
き
ず
、
飛
び
出
た

と
き
の
成
長
表
面
が
残
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
結
晶
の

写
真
と
模
式
図
を
図
１０
に
示

す
。
高
圧
容
器
の
中
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
が
成
長
中
に
液
体

状
態
の
金
属
触
媒
が
変
形
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
変
形

の
と
き
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が

部
分
的
に
飛
び
出
た
の
で
あ

る
。
成
長
温
度
が
高
い
と
き

に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て

で
き
た
樹
枝
状
模
様
の
な
い

表
面
を
詳
し
く
観
察
す
る

と
、
結
晶
成
長
の
仕
組
み
を

考
え
る
上
で
興
味
深
い
模
様

が
み
ら
れ
た
。

ま
ず
、
｛
１
１
１
｝
面
で

あ
る
が
、
こ
の
面
は
非
常
に

フ
ラ
ッ
ト
で
、
位
相
差
顕
微

鏡
や
微
分
干
渉
顕
微
鏡
で
や

っ
と
判
別
で
き
る
原
子
オ
ー

ダ
ー
の
成
長
ス
テ
ッ
プ
が
観

察
さ
れ
た
（
図
１１
）
。
こ
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
こ
の
よ
う

な
原
子
オ
ー
ダ
ー
の
成
長
層

が
広
が
り
な
が
ら
成
長
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
結
晶

で
は
、
成
長
表
面
上
に
成
長

丘
の
み
ら
れ
る
結
晶
も
あ
っ

た
（
図
１２
）
。
こ
れ
は
こ
の

成
長
丘
の
中
心
か
ら
成
長
層

が
広
が
る
よ
う
な
成
長
を
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
。
図
１３

の
よ
う
な
面
白
い
模
様
も
み

ら
れ
た
。
ス
パ
イ
ラ
ル
模
様

が
あ
る
が
、
こ
れ
を
詳
し
く

見
る
と
ス
パ
イ
ラ
ル
の
中
央

は
周
囲
よ
り
く
ぼ
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。つ
ま
り
、

こ
の
結
晶
は
、
金
属
触
媒
か

ら
飛
び
出
た
と
き
に
は
、
溶

解
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
い
え
る
。
私
が
行
っ
た

成
長
実
験
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
は
常
に
一
定
速
度
で
成

長
し
た
と
は
限
ら
ず
、
条
件

や
環
境
の
変
動
で
溶
解
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
。樹

枝
状
模
様
の
な
い
｛
１

０
０
｝
面
も
み
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
く

平
ら
で
、
成
長
ス
テ
ッ
プ
も

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。｛
１

０
０
｝
面
や
｛
１
１
３
｝
面

も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
図
１４
に
｛
１
１
０
｝
面

と
｛
１
１
３
｝
面
を
示
す
。

表
面
は
平
滑
で
、
隣
の
面
と

の
境
界
の
エ
ッ
ジ
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
隣
の
｛
１
１

１
｝
面
が
庇
の
よ
う
に
飛
び

出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
凹

面
に
な
る
成
長
は｛
１
１
１
｝

の
よ
う
に
成
長
層
が
広
が
る

と
い
う
よ
う
な
成
長
と
は
異

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
鉄
や
ニ
ッ
ケ
ル
な

ど
の
金
属
触
媒
で
合
成
さ
れ

た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
特
徴
を

述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
金
属
触

媒
は
、
半
世
紀
前
に
Ｇ
Ｅ
に

よ
り
見
出
さ
れ
、
現
在
、
高

圧
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
生

産
に
用
い
ら
れ
て
い
る
主
要

な
も
の
で
あ
る
。

私
が
会
っ
た
様
々
な
結
晶

第
２
回

高高
圧圧
合合
成成
ダダ
イイ
ヤヤ
モモ
ンン
ドド

公
益
財
団
法
人
つ
く
ば
科
学
万
博
記
念
財
団
参
事
／
理
学
博
士

中
央
宝
石
研
究
所

技
術
顧
問

神
田

久
生

熱海大観荘で商談
坂口商会 セラリオン涼宝展

買い上げ率昨年を上回る

ダイヤについて２部構成
ＪＳＣゼミナール

９月２５日 大阪南船場会館で

サ カ イ ト
レーディング

伊
の
ダ
ビ
デ
が
特
別
来
日

翌
檜
会

９
月
３
日
～
４
日
開
催

ナガホリ

猛
暑
の
中
大
勢
が
来
場

ヴ
ェ
ラ
ー
ノ
・
フ
ェ
ス
タ
夏
の
祭
典

田中貴金属

円
安
基
調
で
国
内
円
上
昇

７
月
貴
金
属
市
況
を
発
表

���２ ��

�������	
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Ｎ
Ｒ
Ｓ
（N

ew
and

R
epeat

custom
er

System

）
を
提
唱
し
、
３０
年

に
わ
た
り
販
売
員
を
指
導
し
て
き
た
。
「
販
売
員
１
人
当
た
り
月
商
１
０
０
０

万
円
」
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
に
累
計
約
１
０
０
０
人
が
達
成
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｒ

Ｓ
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
明
治
・
大
正
時
代
を
生
き
た
文
章
家
・
大
町

桂
月
（
１
８
６
９
～
１
９
２
５
年
）
の
著
作
『
国
家
の
盛
衰
』
で
あ
る
。
そ
の

中
の
一
文
「
水
静
か
に
な
れ
ば
、
則
ち
腐
敗
す
」
�
�
こ
の
言
葉
か
ら
す
べ
て

は
始
ま
っ
た
。
桂
月
と
出
会
っ
て
５０
年
余
り
。
私
と
同
じ
く
桂
月
を
敬
愛
す
る

盟
友
・
清
田
祐
一
氏
（
熊
本
市
・
清
田
時
計
店
会
長
）
と
、
終
焉
の
地
で
あ
る

青
森
を
巡
っ
た
。
４
泊
５
日
の
青
森
・
桂
月
紀
行
、
本
紙
の
ご
厚
意
を
得
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

大
町
桂
月
と
の
出
会
い
は
、
高
校

時
代
に
遡
る
。担
任
の
教
師
か
ら『
国

家
の
盛
衰
』
の
丸
暗
記
を
命
じ
ら
れ

た
。
全
文
で
３
４
５
６
文
字
あ
る
う

ち
の
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

８
９
７
文
字
を
１
日
で
覚
え
て
こ
い

と
い
う
の
だ
。
無
茶
な
こ
と
だ
と
思

っ
た
が
、
い
ざ
始
め
て
み
る
と
言
葉

が
身
体
に
浸
み
入
っ
て
く
る
感
覚

で
、
一
晩
で
暗
記
す
る
こ
と
が
で
き

た
。桂

月
は
、
文
章
家
、
思
想
家
、
教

育
家
、
随
筆
家
、
紀
行
文
作
家
、
評

論
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
肩
書
で
呼

ば
れ
る
。
そ
れ
だ
け
多
様
な
著
作
を

残
し
て
き
た
か
ら
だ
。
実
に
２
０
０

０
篇
以
上
。
そ
の
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
の
が
「
美
文
」
で
あ
る
。

当
時
人
気
を
高
め
て
い
た
小
説
を
書

か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
文
壇
で
は
十

分
な
評
価
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

芥
川
龍
之
介
は
桂
月
の
美
文
に
一
目

を
置
い
て
い
た
。

し
か
し
時
代
が
進
む
中
で
、
美
文

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
が
消
滅

す
る
。
ま
た
、
与
謝
野
晶
子
が
日
露

戦
争
に
際
し
て
書
い
た
『
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
勿
れ
』
に
対
し
て
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
偏
っ
た
非
難
を
し
た
こ

と
も
、
桂
月
に
対
す
る
評
価
を
大
き

く
左
右
し
、
文
学
者
と
し
て
は
忘
れ

ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
桂
月
に
出
会
え
た
こ
と
は
幸

運
だ
っ
た
。『
国
家
の
盛
衰
』
の
「
水

静
か
に
な
れ
ば
、
則
ち
腐
敗
す
」
は

私
の
人
生
を
貫
く
言
葉
と
な
っ
た
。

留
ま
ら
ず
、
行
動
し
続
け
る
。
激
し

く
人
生
を
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
こ
の
思
想
を
出
発
点
と
し

て
生
き
方
や
仕
事
の
仕
方
を
考
え
、

実
践
し
、
体
系
化
し
た
も
の
が
「
Ｎ

Ｒ
Ｓ
」
で
あ
る
。
研
修
で
は
『
国
家

の
盛
衰
』
の
丸
暗
記
を
徹
底
し
、
こ

れ
ま
で
に
約
１
０
０
０
人
が
月
商
１

０
０
０
万
円
を
達
成
し
て
い
る
。
桂

月
作
品
２
０
０
０
篇
の
う
ち
の
１

篇
。
そ
の
中
の
た
っ
た
８
９
７
文
字

が
、
こ
れ
だ
け
の
人
た
ち
を
変
え
た

の
で
あ
る
。

私
自
身
も
独
立
し
て
２０
年
目
の
２

０
０
６
年
、大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
。

以
前
に
も
胃
癌
や
心
筋
梗
塞
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
経
験
し
た
が
、
胆

嚢
結
石
症
を
患
っ
た
の
だ
。
入
退
院

を
繰
り
返
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て

い
た
も
の
の
、
と
う
と
う
手
術
を
受

け
、
長
期
療
養
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
と
き
に
桂
月
の
言
葉
が
さ

ら
に
深
く
胸
に
刺
さ
り
、
憑
り
つ
か

れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

国
会
図
書
館
に
通
い
つ
め
、
桂
月

に
関
す
る
情
報
を
片
っ
端
か
ら
集
め

た
。
１
年
間
で
収
集
し
た
著
作
や
関

係
資
料
の
コ
ピ
ー
は
約
５
０
０
０
枚

に
上
る
。
こ
の
コ
ピ
ー
を
共
有
し
て

い
る
の
が
、
今
回
の
旅
を
共
に
し
た

清
田
祐
一
氏
で
あ
る
。
氏
と
共
に
研

究
を
重
ね
る
過
程
で
、
互
い
の
思
い

が
強
ま
り
、
桂
月
の
生
誕
の
地
で
あ

る
高
知
県
土
佐
町
を
訪
ね
た
の
は
２

０
０
８
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

高
知
へ
の
旅
に
よ
っ
て
「
次
は
終

焉
の
地
、
青
森
へ
」
と
盛
り
上
が
っ

た
が
、
私
に
は
「
ま
だ
早
い
」
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
桂
月
の

こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
の
だ
。
あ
れ
か
ら
６

年
が
経
っ
た
。
こ
の
間
、
清
田
氏
を

は
じ
め
、
桂
月
フ
ァ
ン
の
経
営
者
た

ち
と
勉
強
会
を
重
ね
た
。
ま
た
５
冊

目
の
著
書
で
、
桂
月
の
思
想
（
清
田

氏
が
寄
稿
）
も
含
め
た
集
大
成
と
な

る『
新
版
月
商
１
０
０
０
万
販
売
員
』

を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
機
は

熟
し
た
と
青
森
行
き
を
決
断
し
た
の

で
あ
る
。

人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
澤
康
之奥入瀬渓流は訪れる者の心を洗う。桂月は「十和田湖に遊びて、この渓流を見ざるものは、未だ十和田湖を見たるものと

云うべからざる也」と述べている

高
知
で
生
ま
れ
、
父
親
が
亡
く
な

っ
て
東
京
の
厳
格
な
叔
父
の
も
と
で

育
っ
た
桂
月
は
、
な
ぜ
青
森
へ
と
向

か
っ
た
の
か
。
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
は
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
雑
誌『
太

陽
』
の
主
筆
だ
っ
た
鳥
谷
部
春
汀
だ

っ
た
。
１
９
０
８
年
（
明
治
４１
年
）

８
月
、
桂
月
は
彼
に
誘
わ
れ
て
十
和

田
湖
、
奥
入
瀬
渓
流
を
旅
し
、
感
動

す
る
。そ
の
足
で
蔦
温
泉
に
向
か
い
、

宿
を
と
っ
た
。

以
来
、
こ
の
地
を
何
度
も
訪
れ
て

い
る
。
桂
月
の
言
葉
を
刻
ん
だ
記
念

碑
や
石
碑
は
、
全
国
に
８５
基
存
在
す

る
。
そ
の
半
数

に
相
当
す
る
４３

基
が
青
森
に
集

積
し
、
さ
ら
に

そ
の
半
数
が
十

和
田
地
域
に
あ

る
。
下
北
半
島

の
仏
ヶ
浦
や
恐

山
と
い
っ
た
景

勝
地
や
名
所
に

も
桂

月

は

訪

れ
、歌
を
残
し
、

そ
れ
が
記
念
碑

や
石
碑
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
地
を
回
っ
て
み
た
か
っ
た
。

旅
す
る
う
ち
に
実
感
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
。
記
念
碑
や
石
碑
の
数

が
多
い
だ
け
で
は
な
く
、
今
も
桂
月

は
青
森
各
地
の
人
た
ち
の
心
に
残
っ

て
い
る
の
だ
。
例
え
ば
、
定
宿
に
し

て
い
た
蔦
温
泉
旅
館
。
私
た
ち
は
旅

の
２
日
目
に
宿
泊
し
た
の
だ
が
、
晩

御
飯
の
給
仕
に
き
た
若
い
女
性
は
自

分
か
ら
桂
月
の
話
を
始
め
た
。
聞
け

ば
、
今
年
５
月
に
桂
月
の
没
後
８９
年

の
偲
ぶ
会
を
行
っ
た
ば
か
り
と
の
こ

と
。
そ
の
女
性
の
上
司
か
ら
は
、
桂

月
の
家
系
図
ま
で
い
た
だ
い
た
。
彼

女
に
よ
る
と
、
桂
月
の
お
孫
さ
ん
が

ご
存
命
だ
と
い
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
、
今
を
生
き
て
い
る
人

た
ち
か
ら
自
然
と
語
ら
れ
る
の
で
あ

る
。こ

こ
に
宿
を
と
っ
た
の
は
、
桂
月

の
墓
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
歩

い
て
１５
分
ほ
ど
行
く
と
、
森
が
見
え

て
く
る
。
そ
の
一
帯
が
す
べ
て
桂
月

の
墓
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

森
に
入
っ
て
長
い
石
段
を
上
る
と
、

そ
こ
が
墓
標
だ
。
手
を
合
わ
せ
、「
や

っ
と
来
ら
れ
ま
し
た
」
と
心
の
中
で

あ
い
さ
つ
を
し
た
。

宿
へ
戻
ろ
う
と
歩
き
出
し
た
の
だ

が
、
そ
の
と
き
得
も
言
わ
れ
ぬ
衝
動

が
湧
き
起
こ
っ
て
き
た
。も
う
一
度
、

桂
月
の
墓
へ
！
�
�
そ
の
後
の
こ
と

は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
清
田
氏
に

よ
る
と
、
私
は
し
ば
ら
く
墓
を
凝
視

し
、
石
段
の
数
ま
で
確
認
し
て
い
た

と
い
う
。
今
、
私
の
手
元
に
は
、
墓

の
そ
ば
に
生
え
て
い
た
木
の
葉
が
あ

る
。
桂
月
が
私
に
託
し
た「
言
の
葉
」

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

５６

年

ぶ
り
に

「
や
っ
と
来
ら
れ
ま
し
た
」

ブナの森に囲まれた蔦温泉旅館。桂
月はこよなく愛し、定宿とした（同
宿のパンフレットから）

本澤康之氏

「
馬
鹿
珍
」と
い
う
生
き
方

「
１
９
２
５
年
（
大
正
１４
年
）
４

月
、
桂
月
は
蔦
温
泉
の
あ
る
上
北
郡

法
奥
澤
村
蔦
（
当
時
）
に
本
籍
を
移

し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
ね
て
か
ら

の
酒
好
き
も
た
た
り
、
同
年
６
月
６

日
に
吐
血
し
、
７
日
に
胃
潰
瘍
と
診

断
さ
れ
、
９
日
に
容
態
が
悪
化
し
、

１０
日
に
亡
く
な
っ
た
。
次
男
で
三
重

短
期
大
学
の
学
長
も
務
め
た
大
町
文

衛
氏
は
、
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に

寄
せ
た
随
筆
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
夜
中
に
自
ら
戸
外
へ
出
て
、
ま

だ
残
る
雪
を
真
赤
に
染
め
て
、
ま
た

臥
床
に
戻
っ
て
静
か
に
本
を
読
ん
で

い
た
ら
し
い
。
死
を
目
前
に
し
た
最

後
ま
で
の
痩
我
慢
、
そ
し
て
人
に
迷

惑
を
か
け
ぬ
と
い
う
克

己
心
、
朝
、
宿
の
も
の
が
起
き
て
び

っ
く
り
し
、
四
、
五
里
下
の
里
か
ら

医
者
を
呼
ん
で
一
時
小
康
を
保
っ
た

が
無
駄
で
あ
っ
た
」

痩
我
慢
と
克
己
心
�
�
明
治
・
大

正
を
生
き
た
男
を
象
徴
す
る
言
葉
だ

と
思
う
。
文
衛
氏
は
こ
う
も
述
べ
て

い
る
。
「
父
は
よ
く
世
の
中
に
金
も

い
ら
ぬ
、
名
も
い
ら
ぬ
、
命
も
い
ら

ぬ
と
い
う
奇
骨
あ
る
人
間
に
馬
鹿
珍

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
。
父
が

死
ん
で
、
父
の
よ
う
な
馬
鹿
珍
は
も

う
世
の
中
に
出
な
い
と
い
う
こ
と
を

し
み
じ
み
感
ず
る
の
で
あ
る
」。

桂
月
は
各
地
を
訪
ね
歩
き
、
酒
を

飲
み
、
旺
盛
に
筆
を
と
っ
た
。
道
徳

や
宗
教
、
国
家
、
戦
争
、
国
民
、
恋

愛
、
性
、
家
族
、
金
銭
、
仕
事
、
趣

味
娯
楽
、
人
間
関
係
、
死
生
観
な
ど
、

そ
の
テ
ー
マ
は
実
に
多
様
だ
。
桂
月

の
戒
名
は
生
前
に
自
ら
付
け
た
も
の

で
「
清
文
院
桂
月
鉄
脚
居
士
」
と
い

う
が
、
全
国
を
歩
き
青
森
に
た
ど
り

着
い
た「
鉄
脚
」の
文
章
家
で
あ
り
、

痩
我
慢
と
克
己
心
を
貫
い
た
慈
愛
あ

ふ
れ
る
馬
鹿
珍
、
そ
れ
が
桂
月
だ
っ

た
。
自
ら
行
動
し
、
考
え
抜
き
、
ま

た
行
動
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
が
美

文
を
磨
き
、
珠
玉
の
言
葉
と
し
て
今

も
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。旅

の
４
日
目
、
恐
山
を
散
策
し
た

私
た
ち
は
、
む
つ
市
街
へ
と
向
か
っ

た
。
鳥
山
敬
子
さ
ん
と
い
う
女
性
を

訪
ね
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
二
十

数
年
前
の
研
修
生
（
娘
の
真
理
子
さ

ん
）
の
お
母
さ
ん
だ
。
私
は
研
修
生

の
親
に
手
紙
を
出
す
こ
と
が
あ
る
。

鳥
山
さ
ん
に
も
著
作
を
添
え
て
手
紙

を
送
っ
た
と
こ
ろ
返
信
が
あ
り
、
以

来
、
文
通
を
続
け
て
い
る
。
だ
が
、

面
識
は
な
い
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

会
い
し
た
か
っ
た
。

た
だ
、
不
要
な
気
を
遣
わ
せ
な
い

よ
う
、あ
え
て
連
絡
は
し
な
か
っ
た
。

何
度
も
道
を
尋
ね
な
が
ら
、
や
っ
と

鳥
山
さ
ん
の
家
の
近
所
ま
で
来
た
と

分
か
っ
た
と
き
、
庭
先
か
ら
こ
ち
ら

を
見
や
っ
て
い
る
婦
人
が
目
に
入
っ

た
。
そ
の
婦
人
は
「
え
っ
」
と
い
う

表
情
を
し
て
、
こ
ち
ら
に
駆
け
寄
っ

て
き
た
。
私
も
車
を
降
り
て
駆
け
出

し
た
。
奇
跡
の
出
会
い
が
実
現
し
た

瞬
間
だ
っ
た
。
思
い
、
動
け
ば
、
奇
跡

は
起
こ
る
の
で
あ
る
。
桂
月
が
引
き

合
わ
せ
て
く
れ
た
。
そ
う
思
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
、縁
の
不
思
議
を
感
じ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
か
ら
新
た
な

パ
ワ
ー
を
授
か
っ
た
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
一
所
懸
命
、
こ
れ
か

ら
も
出
会
う
人
々
に「
気
」を
送
り
、

豊
か
な
人
生
を
築
い
て
い
け
る
よ
う

お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ

と
に
馬
鹿
珍
で
あ
り
た
い
、
そ
れ
が

私
の
使
命
な
の
だ
と
改
め
て
思
う
。

▲苔生し「気」が横溢す
る「三乱の流れ」。この
感動は言葉に尽くせない

桂月がナイヤガラの滝と評した奥入瀬渓流で
最大の「銚子大滝」
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材
コ
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サ
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タ
ン
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澤
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之
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清
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時
計
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会
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清
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大
町
桂
月
終
焉
の
地
、
青
森
へ
の

旅
。
当
初
は
２
泊
３
日
の
シ
ン
プ
ル

な
旅
程
を
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
ゆ

か
り
の
地
を
調
べ
る
ほ
ど
に
興
味
は

膨
ら
む
。
蔦
温
泉
、
奥
入
瀬
渓
流
、

十
和
田
湖
、
仏
ヶ
浦
、
大
間
崎
、
薬

研
温
泉
、
恐
山
…
…
２
泊
で
は
足
り

な
く
な
り
、
結
果
的
に
分
刻
み
の
４

泊
５
日
と
な
っ
た
。足
の
向
く
ま
ま
、

気
の
向
く
ま
ま
の
旅
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
う
展
開
し

た
と
し
て
も
、
一
つ
の
も
の
の
別
の

一
面
だ
。
こ
の
旅
を
実
行
で
き
る
こ

と
自
体
が
勝
利
な
の
だ
と
思
っ
た
�

�
６
月
１７
日
早
朝
、上
野
を
出
発
し
、

新
青
森
へ
。
八
幡
平
を
ゴ
ン
ド
ラ
で

巡
り
、
蔦
温
泉
へ
。
強
い
雨
の
た
め

桂
月
の
墓
参
り
は
翌
日
に
し
、
宿
泊

先
の
奥
入
瀬
渓
流
ホ
テ
ル
へ
直
行
し

た
。
翌
日
、
奥
入
瀬
渓
流
と
十
和
田

湖
を
巡
る
。
奥
入
瀬
渓
流
は
十
和
田

湖
の
子
ノ
口
か
ら
焼
山
ま
で
の
全
長

約
１４
キ
ロ
。
と
く
に
心
を
動
か
さ
れ

た
の
が
「
三
乱
の
流
れ
」
だ
。
全
面

に
緑
が
展
開
す
る
、
ま
さ
に
苔
の
天

国
。
地
面
や
石
、
倒
木
、
川
中
の
木

石
に
も
苔
が
生
す
。
「
気
」
が
横
溢

す
る
世
界
に
、
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
感

動
を
覚
え
た
。
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
、
い
や
千
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、

億
兆
聞
い
て
も
一
見
に
は
適
わ
な

い
。
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
「
形
は
す
べ
て
を
制

す
」
な
ら
ぬ
、
「
一
見
は
す
べ
て
を

制
す
」
な
の
で
あ
る
。

「
銚
子
大
滝
」
は
、
奥
入
瀬
渓
流

で
最
大
の
滝
。
銚
子
大
滝
は
幅
２０
メ

ー
ト
ル
、高
さ
７
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

豊
か
な
水
量
が
豪
快
に
落
下
す
る
。

こ
の
滝
の
印

象
を
桂
月
は

『
奥
羽
一
周

記
』
に
記
し

て
い
る
。

「
高
さ
三

丈
、幅
十
丈
。

三
里
四
方
の

十
和
田
湖
の

水
が
集
ま
り

て
落
つ
る
こ

と
な
れ
ば
、
水
量
は
多
し
。
幅
の
広

き
こ
と
だ
け
な
ら
、
他
に
も
其
類
少

な
か
ら
ず
。
殊
に
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
写

真
見
た
る
者
に
は
慊
ら
ぬ
心
地
す
。

さ
れ
ど
、
こ
の
渓
流
は
、
他
に
は
見

難
き
風
致
を
有
す
。
湖
口
よ
り
蔦
川

を
入
る
ゝ
ま
で
凡
そ
三
里
、島
多
し
。

み
な
木
を
帯
ぶ
。
巌
の
水
中
に
立
て

る
も
の
も
多
し
。
そ
れ
も
み
な
木
を

帯
ぶ
。こ
れ
奥
入
瀬
渓
流
の
特
色
也
」

遊
歩
道
は
、
思
い
の
ほ
か
平
坦
だ
っ

た
。
し
か
し
桂
月
が
旅
し
た
時
代
に

は
道
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ろ

う
か
ら
、
相
当
苦
労
し
た
に
違
い
な

い
。
「
鉄
脚
の
人
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
も
う
な
ず
け
る
。

ひ

の

も

と

住
ま
ば
日
本

遊
ば
ゞ
十
和
田

歩
き
ゃ
奥
入
瀬
三
里
半

桂
月
は
十
和
田
、
奥
入
瀬
渓
流
の

醍
醐
味
を
こ
う
表
現
し
た
。
こ
の
地

は
桂
月
の
著
作
に
よ
っ
て
全
国
に
知

ら
れ
、
一
大
観
光
地
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
桂

月
は
武
田
千
代
三
郎
（
当
時
の
青
森

県
知
事
）
、
小
笠
原
耕
一
（
同
じ
く

地
元
村
長
）
と
共
に
、
青
森
県
の
３

人
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
１
９
５
３
年
（
昭
和

２８
年
）
に
は
、
３
人
へ
の
感
謝
と
国

立
公
園
指
定
１５
周
年
を
記
念
し
、
高

村
光
太
郎
作
の
「
乙
女
の
像
」
が
十

和
田
湖
畔
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
日
、
桂
月
が
没
し
た
蔦
温
泉

旅
館
に
宿
を
と
っ
た
。
桂
月
の
墓
へ

と
向
か
う
。
墓
を
示
す
看
板
に
た
ど

り
着
く
ま
で
も
結
構
な
距
離
が
あ
っ

た
。そ
こ
か
ら
蔦
の
茂
る
森
に
入
り
、

さ
ら
に
３０
段
ほ
ど
の
階
段
を
上
っ
た

小
高
い
場
所
に
墓
は
あ
る
。
墓
の
横

に
は
辞
世
の
句
を
刻
ん
だ
石
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
た
。

極
楽
へ

こ
ゆ
る
峠
の

ひ
と
や
す
み

蔦
の
い
で
湯
に

身
を
ば
清
め
て

葉
擦
れ
の
音
が
静
寂
を
際
立
た
せ

る
墓
前
に
て
、
手
を
合
わ
せ
る
。
わ

ず
か
数
分
の
お
参
り
だ
っ
た
。

無
言
で
歩
み
始
め
た
本
澤
先
生
の

足
は
速
い
。
私
は
渓
流
散
策
の
疲
れ

が
膝
に
き
て
、
着
い
て
い
く
の
が
や

っ
と
…
…
と
、
先
生
は
突
然
立
ち
止

ま
り
、
振
り
返
っ
た
。
「
も
う
一
度

行
こ
う
」
と
墓
の
ほ
う
へ
猛
然
と
歩

み
出
し
、
階
段
も
一
気
に
上
っ
て
い

く
。
丹
念
に
墓
を
見
て
、
石
段
の
数

ま
で
確
認
さ
れ
て
い
た
。
高
校
時
代

に
桂
月
と
出
会
い
、
時
を
超
え
て
あ

ふ
れ
出
す
思
い
が
先
生
を
突
き
動
か

し
た
よ
う
に
映
っ
た
。

３
日
目
、
蔦
温
泉
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
青
森
港
へ
、
さ
ら
に
船
で
佐
井
港

を
経
て
仏
ヶ
浦
を
目
指
す
。
仏
ヶ
浦

は
、
陸
奥
湾
口
の
平
館
海
峡
に
面
し

た
海
岸
沿
い
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
る
奇
岩
の
群
れ
。そ
の
佇
ま
い
は
、

見
る
者
を
圧
倒
す
る
。
こ
の
地
を
桂

月
は
１
９
２
２
年
（
大
正
１１
年
）
に

訪
れ
て
い
る
。

ほ
と
け

う

た

神
の
わ
ざ

鬼
の
手
づ
く
り

仏
宇
陀

人
の
世
な
ら
ぬ

処
な
り
け
り

後
に
、
そ
の
歌
碑
が
海
岸
に
建
て

ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
地
元
民
し
か
知

ら
な
か
っ
た
仏
ヶ
浦
が
日
本
有
数
の

景
勝
地
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
の

は
、桂
月
が
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
る
。

４
日
目
の
早
朝
、恐
山
へ
向
か
う
。

高
野
山
、
比
叡
山
と
並
ぶ
日
本
三
大

霊
山
の
一
つ
で
、
９
世
紀
頃
に
開
墓

さ
れ
た
。
４８
燈
が
並
ぶ
参
道
を
通
っ

て
本
尊
を
お
参
り
し
、
「
地
獄
め
ぐ

り
」へ
。
立
ち
込
め
る
硫
黄
の
臭
い
。

周
囲
の
石
は
黄
ば
み
、
草
木
は
１
本

も
な
い
。
積
み
上
げ
ら
れ
た
小
石
に

刺
さ
れ
た
風
車
が
回
っ
て
い
る
。
金

堀
地
獄
や
重
罪
地
獄
と
い
っ
た
立
札

が
目
に
迫
っ
て
く
る
。

恐
山

心
と
見
ゆ
る

湖
を

囲
め
る
峰
も

蓮
華
な
り
け
り

桂
月
が
詠
ん
だ
歌
の
立
札
は
２
カ

所
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
散
策
の
途

中
、
先
生
は
小
さ
な
石
を
二
つ
拾
い

上
げ
、
一
つ
を
私
に
手
渡
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
品
と
し
て
持

ち
帰
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
私

た
ち
は
奇
跡
の
出
会
い
を
経
験
す
る

こ
と
に
な
る
。
私
は
ひ
と
と
き
大
き

な
感
動
に
包
ま
れ
た
の
だ
が
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
本
澤
先
生
の
思
い
が

深
い
の
で
、
ご
本
人
に
語
っ
て
い
た

だ
こ
う
。

最
終
日
は
、
旅
程
が
過
密
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
三
沢
空
港
か
ら
発
つ

ま
で
フ
リ
ー
と
し
て
い
た
。旅
の
間
、

仕
事
の
話
は
一
切
し
な
か
っ
た
（
新

聞
も
テ
レ
ビ
も
見
な
か
っ
た
）
が
、

こ
の
と
き
初
め
て
先
生
は
私
の
会
社

の
こ
と
に
ふ
れ
、
会
社
継
続
の
道
を

示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
旅
の
充
足
感

と
先
生
へ
の
感
謝
が
あ
ふ
れ
た
。
来

年
は
桂
月
の
没
後
９０
年
。
青
森
再
訪

を
期
し
、搭
乗
ゲ
ー
ト
へ
向
か
っ
た
。

東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合

（
藪
下
守
理
事
長
）
で
は
、

２
０
１
５
年
４
月
１４
日
、
１５

日
の
両
日
、
東
京
都
渋
谷
区

の
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
９
階
の

Shibuya
H

ikarie
A

&
B

で
「
２
０
１
５
年
ワ
ー
ル
ド

オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
�
Ｗ
Ｏ

Ｆ
」を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

出
展
依
頼
書
を
作
成
し
、
出

展
社
を
募
集
し
て
い
る
。

同
フ
ェ
ア
は
、昨
年
か
ら
、

渋
谷
駅
に
直
結
し
た
複
合
商

業
施
設
で
開
催
さ
れ
た
。
近

年
、
秋
の
総
合
大
型
展
に
相

対
す
る
春
の
総
合
展
あ
る
い

は
個
展
が
青
山
・
渋
谷
エ
リ

ア
を
中
心
に
数
多
く
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
流

れ
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
長
年
に
亘
り
２

月
に
開
催
し
て
い
た
Ｗ
Ｏ
Ｆ

だ
が
、
同
時
期
に
近
隣
で
開

催
さ
れ
て
い
る
集
合
展
あ
る

い
は
個
展
と
何
ら
か
の
形
で

の
連
携
を
目
指
し
て
４
月
開

催
と
し
た
。

出
展
申
し
込
み
対
象
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
メ

ガ
ネ
だ
け
で
な
く
、
本
来
の

メ
ガ
ネ
と
し
て
の
機
能
性
や

実
用
性
が
あ
り
、
高
い
技
術

力
で
高
品
質
な
フ
レ
ー
ム
・

レ
ン
ズ
・
機
器
・
関
連
商
品

を
企
画
・
製
造
し
て
い
る
メ

ー
カ
ー
や
商
社
を
対
象
に
し

て
い
る
。

招
待
者
数
は
、
全
国
各
地

の
メ
ガ
ネ
取
扱
い
業
者
約
２

万
社
。来
場
目
標
者
数
は
、眼

鏡
眼
鏡
取
扱
い
業
者
（
特
に

小
売
業
者
）
あ
て
に
案
内
状

を
郵
送
す
る
と
と
も
に
業
界

紙
な
ど
に
一
斉
に
広
告
記
事

を
掲
載
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
、
開
催
２
日
間
で
約
３

０
０
０
人
を
目
標
と
す
る
。

【
小
間
タ
イ
プ
／
出
展
料

（
Ｗ
３
０
０
０
�
×
Ｄ
２
０

０
０
�
）】

ブ
ー
ス
プ
ラ
ン
Ａ
土
間
小

間
渡
し
�
装
備
品
な
し
。
１

小
間
２３
万
円
（
税
込
２４
万
８

４
０
０
円
）
※
ブ
ー
ス
プ
ラ

ン
Ａ
は
、
キ
カ
イ
取
扱
い
の

方
だ
け
選
択
で
き
る
。

ブ
ー
ス
プ
ラ
ン
Ｂ
（
展
示

台
付
き
）
普
通
小
間
渡
し
�

標
準
装
備
品
は
Ｗ
１
５
０
０

�
×
Ｄ
７
５
０
�
の
展
示
台

２
台
、
サ
イ
ン
パ
ネ
ル
が
大

／
小
、
椅
子
２
脚
。
１
小
間

２８
万
円
（
税
込
３０
万
２
４
０

０
円
）。

ブ
ー
ス
プ
ラ
ン
Ｃ
（
商
談

セ
ッ
ト
付
き
）
商
談
小
間
渡

し
�
標
準
装
備
品
は
Ｗ
１
２

０
０
�
×
Ｄ
６
０
０
�
の
商

談
用
テ
ー
ブ
ル
１
台
、
商
談

用
チ
ェ
ア
４
脚
、
事
務
テ
ー

ブ
ル
１
台
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
、
サ
イ
ン
パ
ネ
ル
。
１
小

間
２８
万
円
（
税
込
３０
万
２
４

０
０
円
）。

問
い
合
わ
せ
は
Ｗ
Ｏ
Ｆ
運

営
事
務
局
�
０３
―
３
８
７
４

―
８
６
５
６
ま
で
。

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

プ
ロ
ダ
ク
ツ
�株
（
東
京
都
中

央
区
、
田
中
伸
夫
社
長
）は
、

新
商
品
「
ソ
レ
ー
ル
」
と
発

売
中
の
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

ズ
」
を
合
わ
せ
、
「
セ
イ
コ

ー
オ
ー
ル
ラ
イ
ト
レ
ン
ズ
」

と
称
し
、
全
ラ
イ
ナ
ッ
プ
が

揃
う
こ
と
を
記
念
し
て
ユ
ー

ザ
ー
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

９
月
１
日
か
ら
１０
月
３１
日
ま

で
実
施
す
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
ラ
イ
ト
レ

ン
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

誰
で
も
応
募
で
き
る
「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
レ

ン
ズ
を
購
入
し
た
顧
客
向
け

の
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
２
つ
の
方
式
を
同

時
展
開
す
る
。

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
概
要
】

《
景
品
》
「
太
陽
と
遊
ぼ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
「
ゴ
ー
ル
ド
コ

ー
ス
ト
」
へ
招
待
…
ペ
ア
１

組
。《

応
募
方
法
》
同
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
か
ら
専
用

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
左

記
の
ク
イ
ズ
の
答
え
と
そ
の

他
必
要
事
項
を
入
力
し
て
応

募
す
る
。
※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
応
募
の
実
と
な
る
。

《
ク
イ
ズ
》
○
に
文
字
を

当
て
は
め
て
く
だ
い
。

「
セ
イ
コ
ー
オ
ー
ル
ラ
イ

ト
レ
ン
ズ
は
○
レ
ー
ル
と
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ズ
で
す
。

《
応
募
期
間
》
９
月
１
日

１２
時
～
１０
月
３１
日
１８
時
。
同

社
受
付
分
ま
で
有
効
。

《
応
募
先
》http

:
//w

w
w

.seiko–opt.co.jp

【
ク
ロ
ー
ズ
ド
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
概
要
】

《
景
品
》
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
楽
し
む
」ア
イ
テ
ム
と「
お

洒
落
に
自
分
磨
き
」
が
で
き

る
計
４
ア
イ
テ
ム
…
各
賞
５

人
ず
つ
。

《
Ａ
賞
》
ソ
ニ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
カ
ムH

D
R

–
A

S
100

V

《
Ｂ
賞
》
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ベ
ルM

ark
R

osam
ini

《
Ｃ
賞
》
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ス
チ
ー
マ
ー
ナ
ノ
ケ
アE

H
–SA

93

《
Ｃ
賞
》
ソ
ニ
ッ
ケ
ア
ー

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
リ
ー
ンH

X
9303/04

《
応
募
条
件
》
９
月
１
日

～
１０
月
３１
日
の
間
に
対
象
商

品
（
ソ
レ
ー
ル
シ
リ
ー
ズ
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ズ
シ
リ
ー

ズ
）
を
１
組
発
注
し
、
購
入

し
た
方
。

《
応
募
方
法
》
ハ
ガ
キ
（
専

用
応
募
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
官

製
ハ
ガ
キ
）
に
５２
円
切
手
を

貼
っ
て
レ
ン
ズ
ユ
ー
ザ
ー
カ

ー
ド
使
用
面
の
商
品
名
、
Ｉ

Ｄ
�
（
１１
ケ
タ
）
、
そ
の
他

必
要
事
項
を
記
入
の
上
応
募

す
る
（
ユ
ー
ザ
ー
カ
ー
ド
が

な
い
在
庫
品
の
場
合
は
、
レ

ン
ズ
袋
に
あ
る
バ
ー
コ
ー
ド

２
枚
分
を
切
り
取
っ
て
貼
り

付
け
る
）
。
※
ク
ロ
ー
ズ
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ハ
ガ
キ
で

の
応
募
の
み
。

《
応
募
締
切
》
１１
月
１７
日

消
印
ま
で
有
効
。

《
応
募
先
》
〒
１
７
７
―

８
６
９
１
石
神
井
郵
便
局

郵
便
私
書
箱
８０
号
「
セ
イ
コ

ー
オ
ー
ル
ラ
イ
ト
レ
ン
ズ
Ｃ

Ｐ
」
係
。

【
当
選
の
発
表
と
景
品
の

発
送
】
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
�
ク
イ
ズ
厳
正
な
抽
選

の
う
え
、
事
務
局
か
ら
直
接

連
絡
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
�
抽
選
の
う
え
、
発

送
を
も
っ
て
発
表
と
す
る
。

清田祐一氏

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

プ
ロ
ダ
ク
ツ
�株
（
東
京
都
中

央
区
、
田
中
伸
夫
社
長
）は
、

「
２
０
１
４
セ
イ
コ
ー
オ
プ

テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
秋
の

商
談
会
」
を
９
月
１０
日
か
ら

福
岡
、
大
阪
、
東
京
の
３
会

場
で
開
催
す
る
。

今
回
の
商
談
会
で
は
、
同

社
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
「
―
Ｅ
Ｙ

Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
―
最
高
・
最

適
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実

現
す
る
メ
ガ
ネ
」
の
も
と
で

企
画
さ
れ
た
、
フ
レ
ー
ム
・

レ
ン
ズ
の
数
々
を
提
案
す
る

も
の
。

フ
レ
ー
ム
で
は
、
今
秋
以

降
に
発
売
予
定
の
新
作
フ
レ

ー
ム
を
中
心
に
、
セ
イ
コ
ー

ブ
ラ
ン
ド
か
ら
は
発
売
以
来

好
評
の
「
セ
イ
コ
ー
ク
ラ
イ

テ
リ
ア
」
「
セ
イ
コ
ー
ル
ネ

・
ド
ゥ
」
の
新
作
を
、
人
気

の
ラ
イ
セ
ン
ス
ブ
ラ
ン
ド
か

ら
は
「
ア
ニ
エ
ス
ベ
ー
」「
ダ

ン
ヒ
ル
」
「
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

・
ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
」
の
新

作
を
提
案
す
る
。

ま
た
、
サ
ン
グ
ラ
ス
の
２

０
１
５
年
モ
デ
ル
を
い
ち
早

く
発
表
し
、
予
約
も
受
け
付

け
る
。

レ
ン
ズ
で
は
、
新
し
い
需

要
を
創
出
す
る
調
光
レ
ン
ズ

「
セ
イ
コ
ー
オ
ー
ル
ラ
イ
ト

レ
ン
ズ
」
シ
リ
ー
ズ
と
、
な

か
で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚

で
女
性
に
お
ス
ス
メ
で
き
る

「
美
調
光
レ
ン
ズ
」
を
中
心

に
、
充
実
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。

当
日
は
、
レ
ン
ズ
セ
ミ
ナ

ー
も
同
時
開
催
す
る
。

蔦温泉の地に建て

られた大町桂月の

墓

�株
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー
ル

（
東
京
都
墨
田
区
、
石
戸
谷

達
雄
社
長
）
は
、
９
月
１６
日

か
ら
全
国
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

老
視
対
策
レ
ン
ズ
の
最
強
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
の
累
進
屈
折

力
レ
ン
ズ
の
活
用
方
法
を
提

案
す
る
。

ニ
コ
ン
は
新
し
い
老
視
対

策
レ
ン
ズ
３
品
種
を
９
月
に

発
売
す
る
。
３
月
に
発
売
し

た
新
プ
レ
シ
オ
・
シ
リ
ー
ズ

と
と
も
に
累
進
屈
折
力
レ
ン

ズ
は
「
収
差
フ
ィ
ル
タ
ー
面

搭
載
の
両
面
設
計
シ
リ
ー

ズ
」
と
し
て
、
フ
ル
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
完
成
す
る
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普
及

に
よ
り
、
私
た
ち
の
目
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い

る
。
従
来
よ
り
も
ピ
ン
ト
を

合
わ
せ
る
距
離
が
多
様
に
な

っ
て
お
り
、
特
に
近
い
距
離

に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
時
間

が
増
え
て
い
る
。
一
般
的
な

遠
近
両
用
レ
ン
ズ
だ
け
で
は

満
足
で
き
な
い
利
用
者
が
増

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

老
視
対
策
レ
ン
ズ
の
フ
ル
ラ

イ
ン
を
、
利
用
者
へ
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
く
か
、
今

セ
ミ
ナ
ー
で
具
体
的
に
提
案

し
て
い
く
考
え
だ
。

さ
ら
に
小
さ
い

補
聴
器
を
発
売

リ
オ
ン

リ
オ
ン
�株
（
東
京
都
国
分

寺
市
、
井
上
清
恆
社
長
）は
、

小
さ
く
・
目
立
た
な
い
「
ス

ー
パ
ー
ミ
ニ
カ
ナ
ー
ル
極

（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
補
聴
器
）
」
タ
イ

プ
の
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
補
聴
器
を
、主
力
の「
リ

オ
ネ
ッ
ト
プ
レ
シ
ア
」
シ
リ

ー
ズ
に
拡
大
し
、
７
月
２２
日

に
発
売
し
た
。展
開
商
品
は
、

「
リ
オ
ネ
ッ
ト
プ
レ
シ
ア
」

「
リ
オ
ネ
ッ
ト
プ
レ
シ
ア
Ｖ
」

と
も
各
１
機
種
の
計
２
機

種
。
希
望
小
売
価
格
は
、
片

耳
２
１
８
、
０
０
０
円
、
両

耳
３
７
０
、
６
０
０
円
。
同

社
は
、
２
月
か
ら
「
ス
ー
パ

ー
ミ
ニ
カ
ナ
ー
ル
極
」を「
リ

オ
ネ
ッ
ト
マ
ジ
ェ
ス
」
シ
リ

ー
ズ
で
展
開
し
、
販
売
も
好

調
に
進
ん
で
い
る
。

「
ス
ー
パ
ー
ミ
ニ
カ
ナ
ー

ル
極
」
は
、
厳
し
い
社
内
基

準
に
適
合
し
た
熟
練
の
製
作

担
当
者
を
「
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
し
て
制
定
し
、
形
状
決
定

や
部
品
の
組
み
込
み
な
ど
の

作
業
を
行
う
こ
と
で
小
型
化

を
実
現
。

見る者を圧倒する奇岩群が居並ぶ「仏ヶ浦」

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

東眼協

出
展
社
を
募
集
中

２
０
１
５
年
Ｗ
Ｏ
Ｆ
４
月
に
開
催

３会場で秋の商談会を開催
セイコーオプティカルプロダクツ

２
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ

ニ コ ン ・
エシロール

全
国
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

老
視
対
策
レ
ン
ズ
を
提
案

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
青森の地で体感した大町桂月

清
田
時
計
店
会
長

清
田
祐
一

「
一
見
」は
す
べ
て
を
制
す

���	
����
������（第三種郵便物認可）���������



ア
アールエムシージェムズ
ジャパン（株）
エメラルド
ダイヤモンド
トルマリン、パライバ

アールエムシージェムズ
ジャパン 甲府支社

R.P.JEWEL`S（有）
ダイヤモンドジュエリー
ジュエリーのOEM・ODM
ダイヤモンド

（株）アイケイ
ダイヤモンドジュエリー
ブランドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）アイデクト
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
パールジュエリー

（株）アイランド・ジェム
ルビー
サファイア
トルマリン

（株）浅野商店
チェーン・ネックレス
プラチナジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）アサヒジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）アッシュアンドアッシュ
ダイヤモンドジュエリー
シルバージュエリー
アクセサリー

（株）アトリエ・オドー
ダイヤモンドジュエリー
ゴールドジュエリー
ブライダルジュエリー

（株）アニ ダイアモンド
（IJAJ (Indian Jewellers 
Association in Japan)）
ダイヤモンド
イヤリング･ピアス
アクセサリー

アビノヴ ジェムズ
アプレ・ウィズ（株）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
珊瑚、カメオジュエリー

（株）アプローズ
カラーストーンジュエリー
珊瑚、カメオ、天然石ジュエリー
プラチナジュエリー

（株）アベジュエリー
ブライダルジュエリー
ジュエリーのOEM・ODM
アクセサリー

（有）網倉天然石
天然石
瑪瑙

アミットトレーディング（株）
白蝶真珠素材
黒蝶真珠素材
あこや真珠素材

（株）雨宮
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー

（株）アルクス
メンズジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）アルファタジマ
パールジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（有）アルプス
（株）安藤製作所
チェーン・ネックレス
ゴールドジュエリー
ジュエリーのOEM・ODM

アンバールータ・インク
琥珀ジュエリー

イ
五十鈴MSJ（株）
パールジュエリー
空枠・パーツ
カラーストーンジュエリー

（有）イズム
（三重奏～TERZETTO～）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）出雲商会
ダイヤモンドジュエリー
イヤリング･ピアス
プラチナジュエリー

伊勢志摩 大和宝飾
あこや真珠素材
パールジュエリー

（株）一丸ジューリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

（株）伊東商店
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
デザイナーズジュエリー

（株）イピア
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

イリス・オパール
（オーストラリア）
オパール
カラーストーンジュエリー

（株）岩広貿易
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー

ウ
ヴィー・エヌ・トレーディング（有）
ダイヤモンド

（株）ウイロー
（東京ジェムディーラーズ）
天然石
ラリマー
琥珀

（株）上野貿易
水晶
アメジスト
カラーストーンジュエリー

（株）ウェルチェス
エ
栄光真珠（株）
南洋真珠素材
あこや真珠素材
黒蝶真珠素材

（株）AP
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー
ブライダルジュエリー

（株）エクセレントジェム
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー
リサイクルジュエリー

（株）フィッシュランド 
エコジェイ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー

（株）エコリング
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
デザイナーズジュエリー

（株）エヌ・アラウディーン
（全国宝石卸商協同組合）
MJ JEWELRY CREATORS
ゴールドジュエリー
ブライダルジュエリー
ジュエリーのOEM・ODM

（有）エムズパールコウベ
あこや真珠素材
南洋真珠素材
黒蝶真珠素材

オ
（株）大川
パールジュエリー

（株）大久保商会
パールジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
大田真珠
パールジュエリー

（有）大ハタパール工業
OM JEWELS AND CRAFT
（インド）
シルバージュエリー
カラーストーンジュエリー
アクセサリー

（株）オーロラ
チェーン・ネックレス
ゴールドジュエリー
プラチナジュエリー

（有）岡﨑珊瑚
珊瑚
琥珀
べっ甲
奥田真珠貿易（株）
（株）オクノ宝石
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド

（株）奥村商店
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー
コンク真珠素材

（有）オダギリ
（三重奏～TERZETTO～）
パールジュエリー

（株）オリエントフォーシーズ
カ
覚田真珠（株）
あこや真珠素材
南洋真珠素材
華氏商事（株）
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
珊瑚ジュエリー
片岡商店（株）
ルビー
エメラルド
サファイア
金子真珠（株）
あこや真珠素材
白蝶真珠素材
黒蝶真珠素材

（株）金子宝飾
空枠・パーツ
パールジュエリー
あこや真珠素材

（株）鹿野商店
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
ガロファロ・カメイ（イタリア）
カメオ
カメオ、珊瑚ジュエリー

（株）カワサキ
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー

（有）カンパス 御徒町ストーン
キャッスル
水晶
天然石
ビーズ
キ

（株）キアイ
カラーストーンジュエリー
エメラルド
ルビー

（株）木内工芸
珊瑚、天然石、琥珀ジュエリー
パールジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）キネヤ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
珊瑚、カメオ、瑪瑙ジュエリー

（有）きむら貿易
（三重奏～TERZETTO～）
カメオ

（株）CAP
（東京ジェムディーラーズ）
天然石

（株）キャンディッド ジャパン
ダイヤモンドジュエリー
桐谷（株）
（全国宝石卸商協同組合）
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー
銀座パリス
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
珊瑚、カメオ、天然石ジュエリー
ク

（有）クシャル インペックス
（IJAJ (Indian Jewellers 
Association in Japan)）
プラチナジュエリー
ダイヤモンド
ルビー

（株）クラウン宝飾
（株）クラシック・コーポレー
ション
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
珊瑚、カメオジュエリー

（株）クラシックダイヤモンド
（IJAJ (Indian Jewellers 
Association in Japan)）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンド

（株）クリエイトタカノ
メンズジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）クレアート
（全国宝石卸商協同組合）
珊瑚ジュエリー

（株）クレアブランド
クレストビーズ
天然石
翡翠
水晶

（株）グローバルジェムスジャパン
カラーストーンジュエリー
天然石
オパール

（株）グローリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
イヤリング･ピアス

（株）クロスフォー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
シルバージュエリー
ケ

（株）K・タナカトレーディング
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー
アクセサリー

K.N.TRADING
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
アンティークジュエリー/
アンティーク関連製品

（有）ケイ・ジー・ケイ・ジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
シルバージュエリー
コ

（株）光彩工芸
ダイヤモンドジュエリー
空枠・パーツ
プラチナジュエリー

（株）光新宝飾
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー

（株）甲宝商会
ダイヤモンドジュエリー

（株）ゴーリ・インターナショナル
ビーズ
天然石
ダイヤモンドジュエリー

（株）コカ クリエーション
ダイヤモンドジュエリー
ジュエリーのOEM・ODM
リフォーム

（株）五幸商会
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
メンズジュエリー

コスミックジェム
カメオ、珊瑚、天然石ジュエリー
カメオ
珊瑚

（有）コスモストレーディング
カンパニー
トルマリン
オパール
天然石

（株）コトブキ商会
イヤリング･ピアス

（株）小牧
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー

（株）COMプランニング
ルビー
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー

（株）近藤宝飾
カラーストーンジュエリー

サ
（有）ザーラコーポレーション
コスチュームジュエリー
アクセサリー
シルバージュエリー

酒井商事（株）
珊瑚、べっ甲、琥珀ジュエリー
パールジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）坂本貴金属
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
メンズジュエリー

（株）サスガ商会
（全国宝石卸商協同組合）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

（株）サダマツ
ダイヤモンドジュエリー

（有）佐藤貿易
（東京ジェムディーラーズ）
カラーストーンジュエリー

三幸物産（株）
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

三和眞珠（株） / FOOK YUE 
PEARL CO., LTD.
南洋真珠素材
黒蝶真珠素材
淡水真珠素材

シ
（有）ジージーピー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）JFC
シルバージュエリー
カラーストーンジュエリー
チェーン・ネックレス

（株）ジェイ・スカイ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

J.B.ジャパン（株）
ダイヤモンドジュエリー

（株）ジェムクレール
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
メンズジュエリー

（株）シティジュエリー
（全国宝石卸商協同組合）
ダイヤモンドジュエリー

篠原貿易（株）
ダイヤモンドジュエリー
デザイナーズジュエリー
パールジュエリー

（株）芝真珠
パールジュエリー

（株）島田貴金属店
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
珊瑚、カメオジュエリー

（株）島田商事
商品開発やデザイン企画の提案

志摩パールクラブ
あこや真珠素材
南洋真珠素材
黒蝶真珠素材

（株）シミズ貴石
水晶
トルマリン
天然石

秀美トレーディング
カラーストーンジュエリー

（株）ジュエリーイイヌマ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー

（株）ジュエリーオザワ
パールジュエリー

（株）じゅえりー日本堂
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）ジュエリープランニング
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
パールジュエリー

（株）ジュエリー・ミウラ
非加熱ルビー
パープルゴールド
カラーストーンジュエリー

（株）ジュピター宝飾
（株）ジユリコ
チェーン・ネックレス
ゴールドジュエリー
プラチナジュエリー

（株）ジョイテック
カラーストーンジュエリー
翡翠

晶都（株）
水晶
天然石
アメジスト

（株）ジョリージェムスジャパン
オパール
Tanzanite
ルビー

（株）新栄商会
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

（株）新光貴
ダイヤモンドジュエリー

（株）真珠科学研究所
研究

ス
（株）水晶国度
カラーストーンジュエリー
美術工芸品
アクセサリー

（有）SWEENY JEWELLERS
カラーストーンジュエリー

（有）スーパージェムスジャパン
天然石
ビーズ

スタンス
琥珀ジュエリー

ストーンリンク（株）
天然石
空枠・パーツ
ダイヤモンド

セ
（有）セブン宝飾
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
珊瑚ジュエリー

セレンティップジェムズ
ジャパン（株）
カラーストーンジュエリー

（有）善美クリエーションズ
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ソ

（有）創作工房ケンゾウ
デザイナーズジュエリー
パールジュエリー
シルバージュエリー
タ

Diarus Japan（株）
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド

（株）大栄宝飾
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）泰幸宝飾
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド

ダイナミックインターナショナル
ジャパンインコーポレーション（有）
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド
デザイナーズジュエリー

（株）大柏
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
パールジュエリー

（株）ダイヤスタートレイディング
トルマリン
ルビー
TANZANITE

（株）高石商会
カラーストーンジュエリー

（株）タカハシパール
あこや真珠素材
南洋真珠素材
パールジュエリー

たかみの宝石箱
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ブランドジュエリー

（有）武市商事
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンド

（株）タコール
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー

（株）田中真珠
あこや真珠素材
白蝶真珠素材
黒蝶真珠素材

（株）田辺真珠養殖場
パールジュエリー
チ
中外鉱業（株）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンド

中日拍賣会 珠宝部
珊瑚ジュエリー
カラーストーンジュエリー
美術工芸品
ツ
ツカキ（株）
カラーストーンジュエリー
テ

（株）ディアンドエムパール
カンパニー
ケシ真珠素材
クラスプ
パールジュエリー

（有）ディーエヌディー
デザイヤ ジェム クリエイション（株）
カラーストーンジュエリー
ビーズ
ト
東京貴宝（株）
ダイヤモンドジュエリー
ブランドジュエリー
珊瑚

東京スターオークション
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
珊瑚ジュエリー

（株）東京ダイヤモンド
ディラーズクラブ
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド

（有）TRADING マルコ・ポーロ
カラーストーンジュエリー
翡翠
ゴールドジュエリー

ナ
（株）中澤
カラーストーンジュエリー

ナカザワJプラン
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）ナガホリ
ダイヤモンドジュエリー
パールジュエリー
ゴールドジュエリー

ニ
ニッチン（有）
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー

（合）日本オークション協会
カラーストーンジュエリー
宝飾時計・時計
ブランド バッグ

ヌ
ヌール ジェム ジャパン（有）
ダイヤモンド
トルマリン
プラチナジュエリー

ネ
（株）ネオ・クラフト
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）ネットジャパン
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド

（有）ネパリバザール
ゴールドジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
アンティークジュエリー/
アンティーク関連製品

ノ
ノベトレーディング（株）
（全国宝石卸商協同組合）
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
珊瑚、天然石ジュエリー

ハ
（有）パールウェイ・トレイディング
パールジュエリー

（有）パールジュエリーいとう
パールジュエリー
あこや真珠素材
淡水真珠素材

パーレンユキ（株） （ドイツ）
（株）HAPPYPRICE

（有）ハリーレイソン/リングシティ
（アメリカ）
シルバージュエリー
コスチュームジュエリー
デザイナーズジュエリー

ヒ
（株）ピーアンドジェイ
パールジュエリー

（有）P・J中村インターナショナル
ケシ真珠素材
南洋真珠素材
黒蝶真珠素材

Bトレード
天然石
クラスプ
ジュエリーメンテナンス用品

（株）ヒカリカンパニー
琥珀
翡翠
ラリマー

BICO・GHI（株）
ゴールドジュエリー
プラチナジュエリー
ブライダルジュエリー

（株）ビコーズ
デザイナーズジュエリー
パールジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）ビジュエル
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（有）ビッタァルトレーディング
カンパニー
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー

（株）日向宝飾
ダイヤモンドジュエリー

ビューティフルダイヤモンド（有）
（IJAJ (Indian Jewellers 
Association in Japan)）
ダイヤモンド
ダイヤモンドジュエリー
Natural Fancy colored 
diamonds

（株）平野貿易
パールジュエリー
南洋真珠素材
オパール

フ
（株）ファースト・コーポレーション
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ゴールドジュエリー

FUN ARTS TRADING / 
御徒町GOLDON
（東京ジェムディーラーズ）
カラーストーンジュエリー
琥珀
天然石

（有）フィオレ
南洋真珠素材

（株）FOREST
水晶
ビーズ
天然石

（株）ジュエリーフキ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンド

（株）ブランドオフ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ブランドジュエリー

ブランドベイ
カラーストーンジュエリー
珊瑚ジュエリー
ダイヤモンド

ブランド楽市
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
珊瑚、ジェットジュエリー

（株）ふれんど
チェーン・ネックレス
メンズジュエリー
イヤリング･ピアス

ヘ
（株）ベネフィットジャパン
ゴールドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

ホ
（有）宝樹
（有）宝石のエンジェル
クラスプ
イヤリング･ピアス
デザイナーズジュエリー

（株）ホープインターナショナル
ダイヤモンド

北欧産業（株）
コスチュームジュエリー
アクセサリー
アクセサリーのOEM・ODM

（株）堀野商店
（全国宝石卸商協同組合）
マ

（有）マーキュリー
ダイヤモンドジュエリー

マテリアルアート
オパール
天然石
レアストーン

（株）マリンド
プラチナジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）丸善
ブランドジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）丸山宝飾
カラーストーンジュエリー

ミ
ミコノス
淡水真珠素材
ケシ真珠素材
黒蝶真珠素材

美珠パール（株）
パールジュエリー
あこや真珠素材
シルバージュエリー

ミネルヴァ（株）
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー
ダイヤモンドジュエリー

（株）ミマ・ジュリー
琥珀、天然石、ピクチャーメノー
ジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー

ム
（株）ムラオ
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ゴールドジュエリー

村田宝飾（株）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

メ
（株）明治堂
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）明信真珠
あこや真珠素材
南洋真珠素材

（株）メディアルーフ
カラーストーンジュエリー
チェーン・ネックレス
シルバージュエリー

モ
（株）望月貴石貿易
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）望月商会
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）望月英之商会
ダイヤモンドジュエリー
空枠・パーツ

（株）望月宝飾
珊瑚、カメオジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）monobank
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
ブランドジュエリー

（有）モンビジュ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ブランドジュエリー

ヤ
（株）柳澤商会
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）ヤマ
ダイヤモンドジュエリー

（有）山際
南洋真珠素材
黒蝶真珠素材
あこや真珠素材

ユ
（株）ユーテック
顧客管理コンピューターシステム
IT関連製品

（株）ユウビドウジェム
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
パールジュエリー

（株）ゆきざき TOPGEM
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンドジュエリー
宝飾時計・時計

（株）ユニズン・マヌファクチャ
リング
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー

（有）湯布くらふと
イヤリング･ピアス
瑪瑙
天然石

ユメ ギャラリー
シルバージュエリー
カラーストーンジュエリー

ヨ
（株）ヨウジ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

（株）ヨシムラ
カラーストーンジュエリー
プラチナジュエリー
ダイヤモンドジュエリー

ラ
（株）ライブエンタープライズ / 
石卸屋WEBショップ
（東京ジェムディーラーズ）
カラーストーンジュエリー
水晶
商品開発やデザイン企画の提案

ラゴーブジェムス（株）
ルビー
翡翠
サファイア

（株）ラッキー商会
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ブライダルジュエリー

リ
リッチダイヤモンド（株）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ダイヤモンド

（株）リベラ商会
ル

（株）ルキナ
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
ゴールドジュエリー

（株）ルナロッサ
ダイヤモンドジュエリー
ブランドジュエリー

レ
レコン ジェム ジャパン（株）
ダイヤモンドジュエリー
プラチナジュエリー
ダイヤモンド

ロ
ロイヤルカラー（株）
カラーストーンジュエリー

ロイヤルダイヤモンド（有）
ダイヤモンドジュエリー
ダイヤモンド

（株）碌山
ゴールドジュエリー
シルバージュエリー
淡水真珠素材
ワ

（株）YTジェムコ
パールジュエリー
A-Z

ALPHA STYLE SRL
（イタリア）
カラーストーンジュエリー
琥珀
ゴールドジュエリー

AMBER BY MAZUKNA - 
UAB GRITPEDZIAI IR KO
（リトアニア）
琥珀

CELLINI COLLECTION
（イタリア）
ダイヤモンドジュエリー
アンティークジュエリー/
アンティーク関連製品

DE STONE CO., LTD.
RARE STONE BRACELETS
ビーズ
天然石

FAI WONG INTERNATIONAL 
TRADING CO.（香港）
パールジュエリー
シルバージュエリー

GRUNBERGER 
DIAMONDS JAPAN
ダイヤモンド

HK CO., LTD.
カラーストーンジュエリー

INDO NIPPON INC.
オパール
ダイヤモンド
Tanzanite

MAISYA JEWELLERY
（インドネシア）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

MIRA STYLE JEWELLERY 
CO., LTD.（香港）
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー
パールジュエリー

N. G. IMPEX（香港）
ダイヤモンド
エメラルド
オパール

PRINCE ENTERPRISES. 
INC.
ダイヤモンド
トルマリン
エメラルド

PRISM JEWELS CO., LTD.
アレキサンドライト
天然石

PURITY JEWELRY JAPAN 
CO.
ダイヤモンドジュエリー
カラーストーンジュエリー

RALPH BETHANCOURT
（コロンビア）
カラーストーンジュエリー
ゴールドジュエリー
シルバージュエリー

STARBORN CREATIONS VIGO 
CHRISTOPHERSEN E.K.（ドイツ）
カラーストーンジュエリー
琥珀
琥珀、トルコ石、天然石ジュエリー

SHRI RATNAM（インド）
VISTA GEMS CORP.
（アメリカ）
トパーズ
瑪瑙
アメジスト

ZHUJI MINGFANG 
JEWELLERY CO., LTD.
（中国）
パールジュエリー
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